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平
成
１７
年
度
通
常
総
会

平
山
善
吉
会
長
を
再
任

平
成
１７
年
度
通
常
総
会
が
５
月
２１
日

１４
時
か
ら
東
京

・
麹
町
の
弘
済
会
館
で

開
か
れ
た
。
会
員
１
２
５
人
が
出
席
し

①
平
成
１６
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算

・
財
産
目
録
の
承
認
、
②
平
成
１７
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
承
認
、

③
平
成
１７

ｏ
ｌ８
年
度
役
員
及
び
評
議
員

改
選
、
④
平
成
１７
年
度
除
籍
者
―
の
件

に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
（事
業
報

告
等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）

は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

一
、

１６
年
度
末
の
会
員
は
５
７
３
５
人

だ

っ
た
。
１
年
前
と
比
べ
９３
人
の
減

少
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ

る
が
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

一
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、
秒
読

み
段
階
に
は
い
っ
た
。

１０
月
１５
日
の

総
合
式
典
と
前
後
し
て
全
国
８
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
記
念
式
典
を
行
う
。

全
員
参
加
を
モ
ッ
ト
ー
に
１
０
０

周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
式
典
に
し
た

い
。
海
外
登
山
は
、
学
生
部
、
ま
た

東
海

・
関
西
支
部
な
ど
が
実
施
し
て

い
る
。
事
業
委
員
会
の
マ
ナ
ス
ル
登

頂
は
、
残
念
な
が
ら
悪
天
候
で
断
念

し
た
。
国
内
の
中
央
分
水
嶺
踏
査
は
、

宗
谷
岬
か
ら
佐
多
岬
ま
で
５
０
０

０
キ

ロ
の
う
ち
７５
イ

を
終
え
た
。
自
然

保
護
で
は
、
白
神
山
地
な
ど
で
森
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

一
、
文
化
活
動
で
は
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、

「新
日
本
山
岳
誌
」
な
ど
の
発
刊
だ
。

募
金
は
８
５
０
０
万
円
の
目
標
に

対
し
今
月
中
に
５
５
０
０
万
円
が

集
ま
る
見
込
み
だ
が
、
か
な
り
の
困

難
が
予
想
さ
れ
る
。
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
。
こ
の
ほ
か
１
０
０
周
年
を

期
し
て
会
員
室

・
談
話
室
の
整
備
を

検
討
中
だ
。

一
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
中
で
あ
る
。

組
織
を
簡
素
化

・
活
性
化
さ
せ
実
行

計
画
を
た
て
た
い
。
愛
さ
れ
る
会
と

し
て
発
展
す
る
た
め
に
試
さ
れ
る

年
で
も
あ
る
。
来
年
は
当
会
の
マ
ナ

ス
ル
登
項
５０
周
年
を
迎
え
る
。
登
山

に
徹
し
、
山
登
り
を
語
る
楽
し
い
会

に
し
て

い
き
た

い
。

■

事
業
報
告

・
収
支
決
算

記
念
登
山
相
次
ぐ

こ
の
日
の
総
会
に
は
２
７
９
９
の
委

任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
在
籍
者
は

５
７
４
９
人
で
あ
り
、
出
席
者
を
合
わ

せ
る
と
、
会
員
の
３
分
の
１
を
上
回

っ

て
総
会
は
成
立
し
た
。

事
業
報
告

・
計
画
は
藤
本
慶
光
総
務

担
当
理
事
、
収
支
決
算

・
予
算
及
び
財

産
目
録
は
橋
本
清
副
会
長
財
務
担
当
が

説
明
し
た
。

〔事
業
報
告
〕

４
月
Ｈ
日
に
は
高
尾
の

森
で
４
回
目
の
植
樹
祭
を
実
施
し
た
。

５
月
１０
日
に
は
、
渡
辺
兵
力
名
誉
会
員

の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
連
続
講
演
会

「語
り
継
ぐ
黎
明
期
の
登
山
」
の
第
２

弾
。
第
５８
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
は
６
月
６

■
会
長
あ
い
さ
つ

山
登
り
を
語
る
楽
し
い
会
に

議
案
審
議
に
先
立
ち
平
山
善
吉
会
長

漑 1
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日
に
開
催
。
新
入
会
員
が
徳
本
峠
を
越

え
て
参
加
し
た
。
７
月
１２
日
に
は
同
好

会
連
絡
会
議
を
開
き
２３
の
同
好
会
が
参

加
。
９
月
７
日
に
は
テ
ン
ギ

・
ラ
ウ

・

タ
ウ
遠
征
登
山
の
報
告
会
を
開
催
し
た
。

登
項
で
き
な
か
っ
た
が
、
興
味
深
い
内

容
だ

っ
た
。
９
月
８
日
に
は
中
村
保
海

外
委
員
が
イ
ン
ド

・
カ
ル
カ
ッ
タ
で
講

演
。
９
月
Ｈ
日
～
１３
日
に
は
全
国
自
然

保
護
全
国
集
会
を
上
高
地
で
開
催
し
た
。

全
国
支
部
懇
談
会
は
１０
月
２
日
～
３
日
、

熊
本
で
行

っ
た
。
１
７
０
人
以
上
の
会

員
が
参
加
し
、
阿
蘇
山
に
登

っ
た
。

１０

月
６
日
に
は
、
連
続
講
演
会
第
３
弾
と

し
て
坂
倉
登
喜
子
名
誉
会
員
の
講
演
会

を
開
催
。

１０
月
１６
日
に
は
新
入
会
員
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

１０
月
２２

日
に
は
学
生
部
が
ム
ス
タ
ン
登
山
報
告

会
を
開
催
。

１２
月
４
日
の
年
次
晩
餐
会

に
は
５
６
０
人
が
参
加
。
翌
日
の
記
念

山
行
で
は
群
馬

・
碓
氷
峠
で
分
水
嶺
踏

査
事
業
に
加
わ

っ
た
。
１
月
２０
日
に
は

医
療
委
員
会
が

「山
で
の
突
然
死
を
考

え
る
」
と
題
し
て
１
０
０
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
２
月
１９
日
～

２０
日
に
は
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
を

開
催
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
海
外
登
山
で
は
、

事
業
委
員
会
が
４
月
７
日
～
５
月
１７
日

に
テ
ン
ギ

・
ラ
ウ

・
タ
ウ
に
遠
征
隊
を

派
遣
、
関
西
支
部
が
７
月
２４
日
～
１０
月

３０
日
に
西
チ
ベ
ッ
ト
に
学
術
登
山
隊
を
、

学
生
部
が
ム
ス
タ
ン
に
遠
征
隊
を
そ
れ

ぞ
れ
派
遣
し
た
。
８
月
２６
日
～
２９
日
に

は
事
業
委
員
会
で
韓
国
北
漢
山
へ
の
登

山
を
実
施
し
た
。

〔収
支
決
算
等
〕

収
支
決
算
は
、
収
入

が
８
５
３
５
万
円
と
な
り
、
予
算
を
６

６
９
万
円
下
回

っ
た
。
会
費

ｏ
入
会
金

収
入
は
６
７
７
７
万
円
で
予
算
額
を
３

５
８
万
円
下
回

っ
た
。
事
業
収
入
は
８

１
９
万
円
。
補
助
金
収
入
２
１
３
万
円

は
高
尾
の
森
づ
く
り
に
対
す
る
国
土
緑

化
推
進
機
構
か
ら
の
助
成
金
。
６
２
０

万
円
の
特
定
預
金
取
崩
収
入
は
４
月
に

資
金
不
足
に
な
っ
た
た
め
取
り
崩
し
た

も
の
だ
が
、
期
末
に
差
し
戻
し
て
い
る
。

支
出
総
額
は
８
２
６
４
万
円
と
な
っ

た
。
う
ち
事
業
費
は
４
７
１
３
万
円
。

海
外
登
山
補
助
費
は
２
件
し
か
な
く
予

算
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
管
理
費
は
２

８
１
５
万
円
。
秩
父
宮
記
念
賞
基
金
ヘ

ー
０
０
万
円
支
出
す
る
予
算
を
た
て
た

が
、
実
行
し
な
か
っ
た
。
基
金
の
利
子

で
は
基
金
を
運
営
で
き
ず
、
会
の
運
営

資
金
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

当
期
支
出
合
計
は
、
８
２
６
４
万
円
。

次
期
繰
越
収
支
差
額
は
１
０
８
９
万
円
、

期
末
正
味
財
産
合
計
額
は
４
億
１
７
０

４
万
円
と
な
っ
た
。
前
期
比
４
５
５
万

円
の
増
加
。

こ
れ
ら
に
対
し
内
田
博
監
事
か
ら
収

支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、

さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。

■

１７
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

プ
ロ
ツ
ク
式
典
は
東
北
か
ら
開
始

〔事
業
計
画
〕

４
月
１５
日
に
マ
ナ
ス
ル

遠
征
隊
が
出
発
し
た
が
、
悪
天
候
の
た

め
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
連
続

講
演
会
第
４
弾
と
し
て
村
山
雅
美
名
誉

会
員
の
講
演
会
は
４
月
２２
日
に
実
施
し

た
。
５
月
２８
日
に
は
１
０
０
周
年
記
念

式
典
を
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
う
。
ブ
ロ

ッ
ク
別
の
記
念
式
典
は
、
こ
の
東
北
を

最
初
と
し
て
６
月
に
京
岐
北
陸
、
７
月

に
九
州
、
８
月
に
北
海
道
、
９
月
に
中

国
と
中
部
日
本
、
ま
た
１０
月
に
東
海
、

Ｈ
月
に
関
西
で
行
う
。

そ
し
て
１０
月
１５
日
に
は
東
京
で
総
合

記
念
式
典
を
実
施
す
る
段
取
り
だ
。
翌

１６
日
の
記
念
山
行
は
高
尾
の
森
で
行
う
。

こ
の
ほ
か
、
新
入
会
員
の
た
め
の
徳

本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
を
６
月
に

行
う
。
全
国
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

は
２
月
に
開
き
支
部
の
運
営
に
た
ず
さ

わ

っ
て
い
る
担
当
者
が
話
し
合
う
。
自

然
保
護
活
動
で
は
高
尾
の
森
づ
く
り
の
　
２

ほ
か
白
神
、
猿
投
の
森
づ
く
り
を
引
き
　
購

続
き
行
う
。
医
療
委
員
会
が

「山
の
救

急
医
療

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
を
製
作
す
る
。

〔収
支
予
算
〕

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算

は
、
収
入
を
９
０
５
８
万
円
と
し
た
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
１
４
６
万
円
の
減

少
と
な
っ
た
。
入
会
金
収
入
は
３
６
０

万
円
で
同
４０
万
円
の
減
少
。
通
常
会
費

収
入
も
同
１
５
０
万
円
減
の
６
５
５
０

万
円
と
見
込
ん
だ
。
収
入
に
は

「長
期

計
画
準
備
金
」
預
金
の
取
り
崩
し
１
０

０
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
も
あ
り
、
予

算
と
し
て
計
上
し
た
。

支
出
は
同
７
０
２
万
円
減
の
９
１
３

5月 12日 に開かれた通常総会での新役員の紹介
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８
万
円
。
通
常
管
理
費
を
極
力
抑
え
た

が
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ

っ
て
事
務
局
の
経
費
を
ふ
や
し
た
。
秩

父
宮
記
念
賞
基
金
へ
の
１
０
０
万
円
の

支
出
は
前
年
と
同
じ
よ
う
に
予
算
に
計

上
し
た
。
当
期
収
支
差
額
は
７９
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
。

■
役
員
改
選

・
除
籍
対
象
者

新
副
会
長
に
田
邊
壽
氏

質
疑
応
答
の
あ
と
、
各
議
案
を
承
認
。

役
員

・
評
議
員
の
改
選
に
移

っ
た
。
新

し
い
理
事
と
監
事
、
ま
た
評
議
員
が
提

示
さ
れ
、
拍
手
で
も

っ
て
承
認
し
た
。

こ
の
結
果
、
会
長
が
再
任
、
新
副
会
長

に
田
邊
壽
氏
が
選
任
さ
れ
、
理
事
と
評

議
員
の
半
数
近
く
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

４
号
議
案
は
除
籍
対
象
者
の
件
。
平
成

１７
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
１
１
１
人
に

も
達
し
た
。
会
費
を
３
年
間
滞
納
し
た
人

が
除
籍
の
対
象
と
な
る
。
実
際
の
除
籍
者

は
、

１３
年
度
５０
人
、

１４
年
度
６６
人
、

１５
年

度
６３
人
、

１６
年
度
５６
人
と
推
移
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
、
知
人
に
声
を
か
け
会
費
を

納
め
て
留
ま
る
よ
う
勧
め
て
欲
し
い
と

い
う
要
請
が
あ
っ
た
。
〔墾
籍
対
象
者
の
な

か
に
は
入
会
し
て
間
も
な
い
会
員
番
号

１
３
０
０
０
番
台
と
い
う
会
員
も
多
く
、

紹
介
者
は
適
切
に
対
処
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
あ
っ
た
。

■

１
０
０
周
年
記
念
事
業

募
金
実
績
は
４
４
５
７
万
円

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、

平
林
克
敏
副
会
長
と
橋
本
副
会
長
が
報

告
し
た
。

昨
年
の
総
会
で
了
解
い
た
だ
い
た
線

に
沿

っ
て
歩
ん
で
い
る
。
「百
年
史
」
は

全
員
配
布
を
原
則
と
し
て
進
め
て
き
た

が
、
「本
棚
の
こ
や
し
で
も
困
る
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
、
希
望
者
だ
け
に
配
布

す
る
の
か
、
有
償
な
の
か
、
無
償
な
の

か
―
な
ど
を
鋭
意
検
討
し
て
い
る
。
英

文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
３
０
０
パ
ー
ぐ
ら
い

に
な
る
。
１
５
０
０
部
を
予
定
し
て
い

る
。
記
念
の
海
外
登
山
は
、
支
部
で
も

福
井
、
富
山
、
東
海
、
福
岡
な
ど
で
い

る
ん
な
計
画
が
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
事

故
の
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
い
る
。
総

合
式
典
を
開
く
の
で
年
次
晩
餐
会
は
開

催
し
な
い
が
、
永
年
会
員
の
こ
と
や
秩

父
宮
記
念
賞
の
授
与
を
ど
う
す
る
か
、

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
募
金

収
入
は
３
月
末
現
在
で
４
４
５
７
万
円

で
あ
る
。

こ
れ
に
続
き
、
石
田
要
久
理
事
が
、

中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
に
つ
い
て

「５

月
の
連
体
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
全
体

の
７５
ィ

を
終
え
た
」
と
報
告
し
た
。

■

新
支
部
長
挨
拶

支
部
長
の
交
代
が
紹
介
さ
れ
た
。
福

岡
、
宮
城
、
関
西
、
山
形
の
５
支
部
で

交
代
、
紹
介
の
あ
と
新
支
部
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
挨
拶
し
た
。

■
質
疑
応
答

み
ん
な
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い

柴
田
篤
志
会
員
（７
９
３
２
）
収
支
決
算

の
予
算
と
決
算
の
差
異
の
計
算
が
逆
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
決
算
額
が
予
算

額
よ
り
大
き
い
の
に
差
異
が
マ
イ
ナ
ス

で
表
示
さ
れ
る
の
で
は
分
か
り
に
く
い
。

橋
本
副
会
長
　
社
団
法
人
の
会
計
基
準

に
し
た
が
っ
て
い
る
が
、
議
案
書
で
は

分
か
り
や
す
い
形
に
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
。

石
田
稔
郎
会
員

（６
０
６
５
）

年
次
晩

餐
会
で
出
さ
れ
る
料
理
は
執
行
部
の
努

力
で
よ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

会
費
１
５
０
０
０
円
の
内
訳
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

藤
本
理
事
　
内
訳
は
、
食
費
８
０
０
０

円
、
飲
酒
１
０
０
０
～
１
５
０
０
円
だ
。

ほ
か
に
メ
イ
ン
会
場
と
講
演
会
な
ど
の

会
場
費
が
必
要
で
、
そ
れ
で
ト
ン
ト
ン

と
な
る
。
案
内
通
信
費
の
約
１
０
０
万

円
は
会
か
ら
の
負
担
で
あ
る
。

石
田
会
員
　
ど
こ
の
委
員
会
が
ど
の
く

ら
い
使

っ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
し

て
ほ
し
い
。

橋
本
副
会
長
　
決
算
は
委
員
会
ご
と
に

細
か
く
出
し
て
い
る
。
膨
大
な
ボ
リ
ュ

ー
ム
に
な
る
の
で
議
案
書
に
は
記
載
し

て
い
な
い
が
、
閲
覧
し
た
い
よ
う
な
ら
、

み
て
ほ
し
い
。

野
田
憲

一
郎
会
員
（５
８
０
５
）

準
備

金
、
基
金
、
積
立
金
が
、
ほ
と
ん
ど
金

利
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
で
お
い
て
あ

る
の
は
解
せ
な
い
。

橋
本
副
会
長
　
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
　
３

普
通
預
金
に
し
た
。
情
勢
が
変
わ
っ
て
　
議

き
た
の
で
再
検
討
し
た
い
が
、
現
実
に

は
基
金
の
利
子
だ
け
で
活
動
で
き
な
い
。

基
金
を
ど
の
程
度
大
き
く
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

江
本
嘉
伸
会
員
（８
６
３
７
）

非
常
に

大
事
な
年
だ
。
こ
れ
を
機
に
、
い
る
ん

な
声
を
聞
く
べ
き
だ
。
し
か
し
、
き
ょ

う
提
案
さ
れ
た
役
員
等
の
候
補
者
リ
ス

ト
を
み
て
、
個
々
に
は
申
し
上
げ
な
い

が
、
ど
う
し
て
簡
単
に
決
め
て
し
ま
う

の
か
、
と
思
う
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

委
で
提
案
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
み

ん
な
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
べ
き

で
な
い
か
。
「百
年
史
」
に
つ
い
て
は
、
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昨
年
も
申
し
上
げ
た
が
、
若
い
人
、
日

本
山
岳
会
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
分
か

っ
て
も
ら
う
新
書
版
の
よ
う
な
コ
ン
パ

ク
ト
な
も
の
を
つ
く
れ
な
い
の
か
。

平
山
会
長
　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
の

提
案
を
十
分
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

で
き
る
も
の
か
ら
実
行
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
「百
年
史
」
に
つ

い
て
は
現
状
で
い
い
と
い
う
結
論
だ
。

役
員
等
の
人
選
に
つ
い
て
も
我
々
な
り

に
十
分
に
検
討
し
た
。
「若
返
り
優
先
」

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し

て
提
案
の
よ
う
に
な
っ
た
。

新
妻
徹
会
員
（５
８
６
８
）

支
部
長
と

評
議
員
は
兼
ね
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

平
山
会
長
　
そ
こ
ま
で
考
え
な
か
っ
た

と
い
う
の
が
現
状
だ
。

大
島
輝
夫
会
員

（４
０
１
２
）

①
会
報
の
内
容
に
つ
い
て
。
委
員
会
に

つ
い
て
記
載
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
学
生
部
な
ら
、
年
１
回
く
ら

い
加
盟
大
学
山
岳
部
の
活
動
を
調
査
し

結
果
を
記
載
し
て
は
ど
う
か
。
青
年
部

「き
り
ぎ
り
す
」
の
目
次
を
紹
介
し
て

は
ど
う
か
②
ク
ラ
ブ
活
動
の
場
と
し
て
、

御
茶
ノ
水
時
代
の
よ
う
に
談
話
室
を
復

活
し
て
ほ
し
い
③
会
の
運
営
の
透
明
性

を
高
め
る
た
め
に
、
す
で
に
官
庁
が
取

り
入
れ
て
い
る
よ
う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
と
る
こ
と
を
考
え
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

平
山
会
長
　
二貝
重
な
意
見
だ
。
ま
さ
に
、

そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

柴
田
会
員
　
募
金
に
対
す
る
免
税
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

藤
本
理
事
　
会
員
に
お
願
い
し
て
い
る

９
千
円
の
募
金
は
、
免
税
の
対
象
と
し

て
い
な
い
。
企
業
等
か
ら
の
寄
付
に
つ

い
て
は
、
３
万
円
以
上
を
メ
ド
に
、
そ

れ
ぞ
れ
免
税
手
続
き
を
体
育
協
会
に
申

請
し
て
い
る
。

■
平
成
１７

ｏ
ｌ８
年
度
新
役
員

理
事

・
監
事

△
ム
　
　
巨区

副
会
長

副
会
長

副
会
長

平
山

平
林

橋
本

田
邊

石
田

贄
田

篠
崎

大
蔵

野
口

斉
藤

士
口ヽ
キ小

藤
井

渡
邊

石
橋

一一一日士
口

克
敏清壽

要
久

統
亜仁

喜
福

づ
み

健

一

英
明

正
善

雄
二

正
美

再
任

再
任

再
任

新
任

再
任

再
任

再
任

再
任

再
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

理 理 理 理 理 理 理 理 理 理

事 事 事 事 事 事 事 事 事 事

い

監 監 理

事 事 事

新 再 新
任 任 任

古
野
　
　
淳

一
カ
　
英
夫

山
本
健

一
郎

評
議
員

再
選
＝
村
上
勝
太
郎
、

竹
田
　
寛
次
、

松
永
　
敏
郎
、

西
村
　
政
晃
、

高
原
　
三
平
、

田
中
　
文
男
、

新
任
＝
日
下
田
　
賞
、

河
野
　
　
長
、

今
村
　
千
秋
、
藤
本
　
慶
光

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

平
山
会
長
は

「総
会
は
い
つ
も
ハ
ラ
ハ

ラ
す
る
」
と
挨
拶
し
爆
笑
を
さ
そ
っ
た
。

吉
村
健
児
永
年
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
し

和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

（文

・
高
橋
重
之
、
写
真

・
今
村
千
秋
）

新
副
会
長
、
田
邊
壽
氏
紹
介

１
９
３
１
年
、
青
梅
に
生
ま
れ
た
。

立
川
高
校
に
入
学
、
山
岳
部
を
創
り

山
登
り
を
は
じ
め
、
慶
応
大
学
で
は
山

岳
部
に
入
部
。
雪
洞
に
よ
る
剣
岳
よ
り

西
穂
に
い
た
る
積
雪
期
北
ア
ル
プ
ス
主

脈
初
縦
走
な
ど
本
格
的
に
山
に
登
る
。

卒
業
後
、
日
本
山
岳
会
に
入
会

（ヽ

４

６
１
８
）
。
１
９
５
８
年
、
日
本
山
岳
会

ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
遠
征
隊
に
参
加
。
５
９

年
慶
応
義
塾
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
に

参
加
、
初
登
頂
。
６
９
年
日
本
山
岳
会

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
西
壁
偵
察
隊
に
副
隊

長
と
し
て
参
加
。
理
事
４
期
、
評
議
員

２
期
を
つ
と
め
る
。
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
　
４

て
日
本
の
山
や
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
　
轟

ス
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
の
山
に
登
る
。

仕
事
は
三
越
か
ら
ダ
イ
エ
ー
に
移
り
、

プ
ラ
ン
タ
ン
百
貨
店
を
創
設
し
社
長
を

勤
め
、
ダ
イ
エ
ー
専
務

・
福
岡
ホ
ー
ク

ス
社
長
を
経
て
マ
ル
コ
ー
の
管
財
人
社

長
と
し
て
０
１
年
更
生
計
画
を
終
了
し

仕
事
を
お
え
た
。

山
岳
会
の
１
０
０
年
に
際
し
、
長
期

目
標
設
定
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
答

申
を
行
う
。

今
年
は
９
月
に
慶
應
大
学
山
岳
部
０

Ｂ
達
と
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏
峰
カ
ル
シ
ョ

ン
峰

（６
６
４
７
層
）
に
登
る
予
定
で
、

現
在
も
登
山
活
動
を
続
け
て
い
る
。

岩 深 磯 重 和 中 小
坪 川 野 廣 田 村 倉

五 安 剛 恒 豊  董
郎 明 太 夫 司 保 子

田
部
井
も青
イ子

子



山 721-2005・ 6020(第 二種郵便物認可)

12月 8日   渡辺徳逸翁の取材 (資料・映像)   渡辺家 (静岡)

12月 9日   講演会「南アラスカの山」大蔵喜福 (青年部・学生)

本会

12月 30～ 1月 3日  山研保守状況チェックの為の年末年始開所 (山研)

上高地

1月 8～ 10日  スキー懇親山行 (事業)         乗鞍高原

1月 20日   100周年記念シンポジウム

「山での突然死を考える」(医療)    東京体育館

1月 27日   JAC加盟大学山岳部冬山報告会 (学生部)   本会

2月 9～ 10日  アイスクライミング講習会 (学生部)    八ヶ岳

2月 17日   講演会「登山行動とサプリメント」(科学)   本会

2月 19～ 20日 支部事務局担当者会議 (総務)グ リーンホテル水道橋

2月 19～ 20日  日山協、lH対主催の海外登山研究会参加 (海外)

青少年オリンピックセンター

2月 24日   講演会 (青年)               本会

3月 1日    第33回山岳史懇談会 (図書)         本会

3月 11日    大学山岳部監督会議 (指導・学生部)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのデジタル化に

よる保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*7月 全国山岳遭難対策協議会への出席 (高知市)

*通年 日山協 0労山・都岳連との合同調査活動

4.自然保護活動の推進
*環境行政等への意見書、政策提言の発信
*自然保護委員会による自然保護知識啓発のための自然観察山行
*自然保護委員会による「高尾の森づくり」
*白神山地育林事業
*猿投の森づくり
*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行

5.機関誌等の発行
*山岳第99年 (2004年 )の発行
*会報707号～718号の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新
*海外向英文誌「Japmese Apine News」 発行
*青年部会報「きりぎりす」発行

6。 国内及び外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 。日本ネパール協

会 0日 本ヒマラヤ協会・HAT一 J・ その他)と の連絡
*海外登山団体との機関誌の交換及び情報誌の購入

7.海外登山等
*4月 7日 ～5月 17日  テンギ・ラウ・タウ遠征 (事業委員会)

*7月 24日 ～10月 30日 西チベット学術登山隊2004(関西支部)

*8月 18日 ～10月 3日  学生部ムスタン遠征2004

*8月 26日 ～8月 29日 韓国北漢山 (事業委員会)

8.百周年記念事業の計画推進
*百年史の編集
*「新日本山岳誌」の編集
*中央分水嶺踏査
*海外登山

9。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第 7回秩父宮記念山岳賞の授与
*そ の他

(社)日本山岳会 平成 16年度事業報告
2005毎4月 1日 ～2005年3月 31日

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及び

シンポジウムの開催
4月 7日    テンギ・ラウ・タウ遠征登山出発 (事業)

4月 9日    第32回山岳史懇談会 (図書)         本会

4月 10日   上高地温泉ホテル100周年記念式典 (資料 0映像)松本

4月 11日   高尾の森植樹祭 (自 然保護)      東京 0高尾

4月29日   山研開所 (山研)             上高地

5月 10日   第2回連続講演会 (渡辺兵力氏)(資料・映像)東京体育館

5月 13日   JAC加盟大学山岳部総会 (学生部)       本会

5月 14日   支部長懇談会 (総務)          弘済会館

5月 15日   支部長会議 (総務)              ″

5月 15日   通常総会 (総務)               ″

5月 20日   山岳映画会 (資料・映像)          本会

5月 21日   高所研究会「ムスタン登山隊」(学生部)    本会

5月 22～23日  自然観察山行 (自 然保護)     東大秩父演習林

5月 28～30日 若葉山行 (事業)             平L頭山

5月 29～30日 第24回 日本登山医学シンポジウム (医療)

東京女子医科大学

6月 24日   海外講演シリーズ「厳冬シベリア横断」

安東浩正 (海外)学習院百周年記念会館

6月 5～ 6日  新入会員のための「徳本峠越えとウエストン祭」(山研)

上高地

6月 6日    第58回ウエストン祭 (信濃支部)       ″

6月 12～ 13日  探索山行「七ヶ岳の地形的特徴とその成因を学ぶ」

(科学)                  南会津

6月 29日   第13回山を語る (図書)           本会

7月 8～ 9日  全国山岳遭難対策協議会への出席 (指導)  高知市

7月 9～ 11日  夏山登山 (事業)            加賀白山

7月 12日   同好会連絡会議 (総務)           本会

7月 15日   学生部ムスタン遠征壮行会 (学生部・指導)  本会

7月 15日   講演会「異常気象について」(科学)      本会

8月 26～29日 海外登山 (事業)      韓国 仁寿峰・仙人峰

9月 1日    首都圏会員懇親会 (総務)          本会

9月 7日    テンギ・ラウ・タウ遠征登山報告会 (事業)

9月 8日    中村保委員ヒマラヤンクラブ・カルカッタ講演 (海外)

カルカッタ

9月 11～ 12日 自然保護全国集会 (自 然保護)       上高地

9月 18～ 19日 オータムコンサート (山研)          ″

9月 25日   講演会「ブータンの山」朱宮丈晴 (青年部)  本会

9月 25日   名誉会員を囲む会 (総務)          本会

9月4日   絵画寄託打合せ (資料・映像)   池田町立美術館

10月 2～ 3日  全国支部懇談会 (熊本支部)         熊本

10月 6日   第3回連続講演会 (坂倉登喜子氏)(資料・映像)

東京体育館

10月 9～ 11日 紅葉山行 (事業)        f白 者大山・三瓶山

10月 16日   新入会員オリエンテーション (総務)     本会

10月 16～ 17日 分水嶺踏査公募登山 (科学)  馬坂峠～猿倉登山口

10月 16～ 17日 小川山集会 (学生部)           奥秩父

10月 22日   ムスタン登山隊報告会 (学生部)       本会

10月 25日   第36回山岳図書を語るタベ (図書)      本会

10月 26日   秩父宮記念山岳賞審査委員会         本会

10月 30日   第8回全国山岳博物館連絡会議 (資料・映像)  本会

10月 30～31 自然観察山行 (自 然保護)      茨城 0八溝山

11月 5日   山研閉所 (山研)             上高地

11月 5～ 7日  分水嶺踏査、科学委員会担当区域偵察山行 (科学)

栃木・福島

11月 6日   虹芝寮集会 (青年部)       谷川岳・虹芝寮

11月 7日   レスキュートレーニング (青年部)  谷川岳・蜆岩

11月 9日   創立100周年記念事業委員会          本会

11月 11日   学生部ムスタン遠征報告会 (指導・学生)学 習院大学

11月 14日   JAC加盟大学山岳部マラソン大会 (学生部)皇 居外苑

11月 18日   講演会「日本の山・世界の山」(科学)     本会

12月 4日   支部長会議 (総務)     新高輪プリンスホテル

12月 4日   年次晩餐会 (総務)              ″

12月 5日   年次晩餐会記念山行 (事業)        碓氷峠

辣 5
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会議費

什器備品費

振替手数料

銀行振込手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

退職金

賃借料

雑費

94,015

100,000

177,520

-40,105

40,644

-267,947

489,866

40,000

0

-78,000

534,684

180,000

100,000

800,000

0

300,000

1,196,680

2,800,000

80,000

0

5,700,000

900,000

85,985

622,480

40,105

259,356

1,4“,627

2,310,134

40,000

0

5,778,000

365,316

(注)1収入の部 7 特定預金戻し入れ ¥6,200,000

正昧財産増減計算書
平成16年4月 1日 から平成17年3月 31日 まで

~

貸 借 対 照 表
平成17年3月 31日 現在

I 資産の部

1 流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

6,200,000

1,150,000

7,350,000

-6,200,000

1,000,000

0

-1,150,000

0

-6,350,000

(注 )1

5 予備費

予備費 1,500,000 1,500,000

15,764,13098,409,880 82,645,750

-6,3“ ,“0 2,707,418 -9,072,298

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 1,821,734 10,894,032 -9,072,298

科   目 金   額

I 増加の部

1 資産増加額

当期収支差額

棚卸資産

長期計画準備金

終身会費積立金

2 負債減少額

増加額合計

Ⅱ 減少の部

1 資産減少額

長期計画準備金

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

2,707,418

696,010

6,200,000

1,150,000 10,753,428

10,753,428

6,200,000

0

6,200,000 6,200,000

0

4,553,428

412,489,723

417.043.151

目

110,904

2,413,972

3,392,186

0

5,196,000

13,688,724

緻 6

収 支 計 算 書
平成16年4月 1日 から平成17年3月 31日 まで

(注)1「社団法人国土緑化推進機構」助成金 ¥2,130,000

(注)2 経常支出引当 ¥6,200,000

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

12,400,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

340,000

100,000

648,200

800,000

500,000

12,720,456

103,922

1,318,297

633,840

568,009

186,190

0

∞7,800

701,177

353,352

-320,456

346,078

-218,297

166,1∞

631,991

153,810

100,000

40,400

98,823

146,648

科    目 予算額 決算額 差 異 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5。000 2.396 2.604

2 会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

4,000,000

0

67,000,000

360,000

71.360.000

2,600,000

160,000

63,863,000

1,150,000

67.773。 000

140,000

-16,000

3,137,000

-790,000

3.5871000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9,810,000

1,940,000

0

85,000

2,393,090

3,774,230

8,192,320

-340,000

10,000

115,000

1,106,910

725,770

1,617,680

4 補助金等収入

補助金収入 2,130,000 -2.130.000 (注 )1

5 寄付金収入

寄付金収入

募金収入

寄付金収入計

0

0

0

0

0

0

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

70,000

800,000

870.000

18,719

1,036,733

1.055.452

51,281

-236,733

-185.452

7 特定預金取崩収入 10,000,000 6.200.000 3.800.000 (洋 )2

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

92,045,000

8,186,614

85,353,168

8,186,614

6,691,832

100,231,614 93,539,782 6,691,832

科    目 予算額 決算額 差 異 備考

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所事業費

山岳研究所運営費

ミニ水力発電

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

11,900,000

550,000

2,648,000

2,070,000

12,000,000

600,000

1,600,000

4,710,000

1,787,000

200,000

19,850,000

2,300,000

5,300,000

65.515.000

11,102,530

238,399

2,232,863

1,316,039

10,765,542

223,470

800,630

4,593,901

1,625,000

175,008

8,693,537

379,872

4,989,913

47.136,704

797,470

311,∞ 1

415,137

753,961

1,234,458

376,530

799,370

116,099

162,000

24,992

11,156,463

1,920,128

310,087

18,378,296

0

0

0
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4. 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

財 産 目 録
平成17年3月 31日 現在

1 流動資産

現金預金

現  金

現金手許有高

振替貯金

千代田四番町郵便局

普通預金

りそな銀行市ヶ谷支店

東京三菱銀行市ヶ谷支店

中央三井信託銀行本店

みずほ銀行市ヶ谷支店

三井住友銀行飯田橋支店

UFJ銀行新宿支店

通常貯金

千代田四番町郵便局

未収会費 433名
棚卸資産 (注)1

流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

貸付信託

中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)そ の他の固定資産 (注)2
土  地

建  物

敷  金

什器備品

長期計画準備金

(定期預金 千代田四番町郵便局)

(定期預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金みずほ市ヶ谷駅前)

秩父宮記念基金

(定期預金 UFJ新宿)

終身会費積立金

(定期預金 みずほ市ヶ谷)

海外登山基金

(普通預金 りそな市ヶ谷)

(定期預金 三井住友飯田橋)

(普通預金 みずほ市ヶ谷駅前)

退職引当預金

(定期預金みずほ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計
Ⅱ 負債の部
1 流動負債

前受会費

平成17年度会費 10名 分

預り金

職員に対する源泉所得税その他

流動負債合計
2 固定負債

退職給与引当金

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

153,078,045

9,584,982

153,078,045

9,584,982

合 計 162,663,027 162,663,027

科    目

F高 の

110,904

2,413,972

1,009,671

2,046,328

295,989

3,893

25,955

5,775

4,575

5,196,000

2,575,662

8,000,000

8,000,000

73,642,125

153,078,045

840,000

9,584,982

5,043,000

18,003,305

6,200,000

800,000

15,000,000

19,782,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

4,691,620

400,265,077

116,000

103。030

13,688,724

4,691,620

219,030

麟 7

8,000,000

73,642,125

153,078,045

840,000

9,584,982

30,046,305

15,000,000

19,782,000

93,600,000

4,691,620

400,265,077

116,000

103,030

4,691,620

219,030

4,691,620

4,910.650

417,043,151

(8,000,000)

(4,553,428)

421,953,801

2 固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他の固定資産

土地

建物

敷金

什器備品

長期計画準備金

秩父宮記念基金

終身会費積立金

海外登山基金

退職引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

前受会費

預り金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(うち当期正味財産減少額)

負債および正味財産合計

計算書類に対する注記

1。 重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物および什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の82%に相当する

額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費及び預り金

を含めている。

なお、前期末および当期末残高は、下記3に記載のとおりである。

2口 基本財産の増減額および残高は、次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託

(中央三井信託銀行)

8,000,000 8,000,000

合計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

科   目 前期末残高 当期末残高 備 考

現 金 預 金

その他 預 金

未 収 会 費

合    計

前 受 会 費

預  り 金

合    計

2,649,095

339

5,796,000

5,917,062

0

5,196,000

8,445,434 11,113,062

156,000

102,820

116,000

103,030

258,820 219,030

8,186,614 10,894,032:差 額



山 721-2005・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

鳥 (カ ット原画)

メール ドグラス

モンブラン

カンチェンジュンガ

ユングフラウ

ヤ固沢より北穂高

初夏の槍ヶ岳

カンチェンジュンガ

北穂高滝谷

或朝の槍ヶ岳

北穂高主峰

朝の槍ヶ岳
タンボチェの僧院
シェルパニの親子

冬の山 (清太山)

梓川秋色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼岳秋趣

ナムチャバルワ峰暮色

白馬雪田

上高地秋景
マチャプチャレ

朝霧

白樺の林

麓春
ヒマラヤダージリンにて

タムセルク

安曇野の春
ヒマラヤの古都

アルバータ

ケルン

山

アルバータとピッケル

題名不詳 24枚
題名不詳 8枚
題名不詳 12枚
スケッチブック

ロンブクよリエベレスト

白馬残照

穂高連峰

安曇野と常念岳

尾瀬と隧ヶ岳

谷川岳
シダンゴ山 晩秋

檜洞丸山荘

世界の名山36峰ペン画集

墨絵
エッチング
エッチング
エッチング

油

水彩-6
油-10
パステル

油-25
油-25
油-25
油一P8

水彩-4
水彩-4
墨絵

油-12
版画-8
水彩-10
版画-8
油-10
日本画

油一:認 0

油-20
水彩-8
油-6
油一P50

油一F4

油-30
油-30
油-30
油-6
油-6
油-6
水彩

油-10
油-6
水彩
32冊

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

石井 鶴三

シュラーギントワイト

山里 寿男

山里 寿男

中村 清太郎

矢崎 千代二

足立 源一郎

足立 源一郎

足立 源一郎

足立 源一郎

清野 恒
清野 恒
近藤 茂吉

後藤 三男

松田 敏男

松田 敏男

鈴木 正俊

神原 忠夫

丸山 晩霞

後藤 三男

武井 清
越智 英夫

茨木 猪之吉

倉員 辰雄

上野 春香

武井 清

後藤 三男

藤江 幾太郎
レオン・アマン

金光 義朗

辰沼 広吉

カナダ山岳会

茨木 猪之吉

松本アルプス山岳館

本 会

伯者国山岳美術館

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

松本ア

松本ア

松本ア

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本 会

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

上高地山岳研究所

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

大町山岳博物館

△ム
△バ

本

本

△ム
△ム
△バ
△バ

本

本

本

本

△ム
〈ム
△ム
〈ム
〈
ム
〈〓
〈ム

本

本

本

本

本

本

本

士
口
士
口
士
ロ

ル

之

之

之

べ

俊

望

望

望

望

俊

俊

猪

猪

猪

マ

正

真

真

真

真

正

正

木

木

木

・
木

暮

暮

暮

暮

木

木

茨

茨

茨

Ｈ

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

ペ ン

(他の絵画 ,写真 省略)

2.図 書

3.フ ィルム・ビデオ

社団法人 日本山岳会 平成16年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、および財産目録を監査 し、正確妥当なことを

認めます。

社団法人 日 本 山 岳 会

博

英 夫

田

力

内

一

事

事

監

監

書

書

和

洋

平成16年度受入冊数 114冊
平成16年度受入冊数  25冊

蔵書計 11,173冊

蔵書計  3,760冊

フィルム

ビデオ

15点

272ズヨ、

「マナスルに立つ」 他
「映像史 ヒマラヤヘの道」 他

平成17年 4月 12日

固定負債合計

負債合計

(注)1 棚卸資産内訳

(注)2 その他固定資産内訳

1.建物および土地

2.什器備品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.

富士山麓

田代池の白樺

群猿

伊豆半島

針の木峠より

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

油一A50

油一A25

油変形-6
墨絵

油-10
油-10
墨絵

油-10

中村 清太郎

茨木 猪之吉

中村 清太郎

石井 鶴三

茨木 猪之吉

茨木 猪之吉

石田 吟松

茨木 猪之吉

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本 会

本 会

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

種   類 摘   要 金  額

干」 行 物

服飾品,そ の他

「山岳」総索引,「山岳」覆刻版 等
クラブタイ,タ イ止   等

961,756

1.613。 906

合   計 2,575,662

A

場所

構造

計

計

東京都千代田区四番町5番 4号

鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下1階付

5階建

(事務所)区 分所有建物1階部分 103.32ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ ×339/10,000

==38.1225841:ぽ

(図書室)区 分所有建物1階部分 55。22ぽ

宅地持分 1,124.56ゴ ×176/10,000

==19。 792256rゞ

158.54ぽ   宅地持分 57.914840ぽ

(201号室)区分所有建物2階部分 74.68ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ × 486/20,000

==27.326808rゞ

233.32ぽ   宅地持分 85。241648ぽ 108。 720。 170

B

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番 地1

構造 木造2階建地下1階 (一部コンクリー ト造)

1棟  274.09ぽ 118,000,000

合 計 226.720.170

品    名 取得年月日 取得価格 所 在

書庫内移動書架一式 コンパックル

閲覧用テーブル (木製2台 )

ライティングビューロー(木製)

フィルム収納キャビネット(スチール製)

書棚 (木製2段 )

16mm映写機 leCL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応V「R 001 NWV
小型気象ファクシミリ JAX‐ 9

ナショナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP2-H

ナショナル29イ ンチテレビ

1lI-29VS35

ナショナルBS付ビデオ HV―BS50S
ミニ水力発電装置
シャープノートパソコン PC―MJ700R

05.03.20

S53.02.10

53.09。 28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61.05。 13

62.09。 24

1::【 02.07.19

04.05。 11

04。 10。 19

05.03.20

05.03.20

11.11.30

13.02.28

250,000

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

320,000

280,000

250,000

3,816,750

190.000

図書室

図書室

事務所

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

事務所

事務所

山 研

山 研

山 研

山 研
事務所

合 計 9。 584。 982

題  名
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7月      全国山岳遭難対策協議会 (指導)      福島県
7月      講演会「気象の長期予報はどのようにして決められる

か」(科学)                本会
7月      JAC加 盟大学山岳部員前期納会 (学生部)

7月      講演会「登山の救急医療ハンドブック」出版記念

(医療)

8月 26日    北海道ブロック記念式典 (北海道支部)  本L幌市
9月 7日    首都圏会員懇親会 (総務)          本会
9月 18～ 19日  オータムコンサート (山研)        上高地

9月 16～ 19日  海外登山 (事業)          韓国 雪岳山
9月 17日    中国ブロック記念集会 (山陰、広島支部) 広島市
9月 17日    中部日本ブロック記念式典 (越後、信濃、山梨、

静岡支部)               関川村
9月 22日    登山報告会、講演会 (青年部)

9月      第14回 山を語る (図書)           本会
9月      講演会 (海外)

9月      小川山集会 (学生部)           小川山

9月      自然観察会 (自 然保護)       群馬県上野村
10月 1日    新入会員オリエンテーション (総務)     本会
10月 15日    支部長会議 (総務)    新高輪プリンスホテル

10月 15日    倉」立100周年記念総合式典 (総務)      ″

10月 16日    創立100周年記念総合式典記念山行 (事業)

景信山・高尾山
10月 22～ 23日  紅葉山行 (事業)            猿投の森
10月 22～ 13日  虹芝寮集会 (青年部)           谷川岳
10月 29日   東海ブロック記念式典 (東海支部)   名古屋市
10月     第9回全国山岳博物館等連絡会議 (資料・映像)

10月     連続講演会 (第5回)(資料 0映像)   東京体育館
11月 5日    関西ブロック記念式典 (関西支部)     高野山
11月 6日    山研閉所 (山研)             上高地

11月     第37回山岳図書を語るタベ (図書)      本会
11月     山岳映画会 (資料・映像)          本会
11月     公開セミナー「山岳用通信技術の進歩と現状」(科学)

11月     マラソン大会 (学生部)         皇居外苑
12月 22日   登山報告会、講演会 (青年部)

12月 30～ 1月 3日 山研保守状況チェックの為の年末年始開所 (山研)

上高地

1月 7～ 9日   スキー懇親山行 (事業)

1月 21～22日  救助訓練 (青年部)

1月      冬山報告会 (学生部)

1月      講演会「登山と救急蘇生」(医療)

1月      シンポジウム「これからのヒマラヤ登山を考える」

(事業)               東京体育館
2月 4日     同好会連絡会議 (総務)           本会
2月 18～ 19日  支部事務局担当者会議 (総務)   グリーンホテル

2月      第34回山岳史懇談会 (図書)         本会
2月      冬山技術講習会 (指導)

2月      講演会 (海外)

2月      講演会「マッキンリー気象観測のその後」(科学)

本会
2月      アイスクライミング講習会 (学生部)    八ヶ岳
3月      大学山岳部会議と講演会 (指導)

3月      JAC加 盟大学山岳部新人勧誘対策会 (学生部)

3月      自然観察会 (自 然保護)    神奈川函南原生林

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのデジタル化に

よる保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
*7月 全国山岳遭難対策協議会への出席 (滋賀県)

*通年 日山協 0労山・都岳連との合同調査活動
4.自然保護活動の推進
*環境行政等への意見書、政策提言の発信
*自然保護委員会による自然保護知識啓発のための自然観察山行

蝙 9

監事監査報告

平成17年 4月 12日 に行った平成16年度 (平成16年 4月 1日 ～平成17

年 3月 31日 )に おける会計 (創立100周年記念事業特別会計を含む。)

の監査ならびに期中の業務監査の結果を、次のとおり報告する。

言己

会計監査については、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検討
した。

監査意見は次の通り。

(1)現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一致し、
正しく出納されているものと認める。

(2)収 支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、本

会の収支状況および財政状態を正しく示しているものと認める。

(3)事業報告の内容は、真実であると認める。

(4)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反する

重大な事実はないと認める。

(5)本会事務局を更に充実する必要があると考える。

以上

(社)日本山岳会 平成17年度事業計画
2005隼月1日 ～2006年3月 31日

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、及び
シンポジウムの開催

4月9～ 10日   自然保護全国集会 (自 然保護)     東京・高尾
4月 14日    マナスル遠征登山壮行会 (事業)    新宿中村屋
4月 15日    マナスル遠征2005年登山隊出発 (事業)

4月 22日    連続講演会 (第4回 )村山雅美 (資料・映像)

東京体育館
4月 30日    山研開所 (山研)             上高地
4月      学生部総会 (学生)             本会
5月 14～ 15日  救助訓練 (青年部)

5月 20日    支部長懇談会 (総務)          弘済会館
5月 21日    支部長会議 (総務)             ″

5月 21日    通常総会(総務)              ″

5月 21～22日  第25回 日本登山医療シンポジウム (医療)

国立大隈少年自然の家
5月 27日    登山報告会、講演会 (青年部)

5月 28日    東北ブロック記念式典 (青森、岩手、秋田、宮城、

山形、福島支部)            猪苗代湖
5月      分水嶺踏査、科学委員会担当区域 (科学)

田代林道～安が森峠
5月      JAC加 盟大学山岳部新入部員歓迎会 (学生部)

6月 4～ 5日   新入会員のための徳本峠越えとウエストン祭 (山研)

上高地

6月 11日    京岐北陸ブロック記念式典 (京都、岐阜、福井、

石川、富山支部)             福井市
6月 22～26日  若葉山行 (事業)           青森白神
6月 25日    白神山地植樹祭             白神山地

6月      講演会 (海外)

6月      探索山行「菅平高原の地形と植生の特徴を探る」(科学)

四阿山

6月      JAC加 盟大学山岳部員沢登り集会 (学生部)

7月 16日    九州ブロック記念式典 (福岡、北九州、東九州、

熊本、宮崎支部)           えびの高原
7月 16～ 18日  夏山山行 (事業)             鳥海山

7月 17日    同好会連絡会議 (総務)           本会
7月 22日    シンポジウム「ヒマラヤ登山隊の組織と果たした役割」

(事業)               東京体育館

7月 28日    登山報告会、講演会 (青年部)       本会

7月      山岳映画会 (資料 0映像)          ″
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7 特定預金取崩収入 10,000,000

(注)1「長期計画準備金」預金取崩し  ¥10,000,000

(注 )1

90,585,000

10,894,032

92,045,000

8,186,614

-1,460,000

2,707,418

101.479.032 100,231,614 1,247,418

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収入合計 (B)

科    目 平成16年度予算額 前年度予算額 増 減 備考

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

山岳研究所管理費

ミニ水力発電運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷 0製本費

刊行物発送費

事業費計

10,900,000

400,000

1,860,000

1,400,000

12,000,000

350,000

3,000,000

2,650,000

200,000

1,600,000

19,850,000

400,000

5,000,000

59,610,000

11,900,000

550,000

2,648,000

2,070,000

12,000,000

600,000

4,710,000

1,787,000

200,000

1,600,000

19,850,000

2,300,000

5,300,000

65,515,000

-1,000,000

-150,000

-788,000

-670,000

0

-250,000

-1,710,000

863,000

0

0

0

-1,900,000

‐300,000

-5,905,000

(注 )1

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

賃借料

雑費

管理費計

13,000,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

340,000

100,000

648,200

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

405,000

1,640,000

2,800,000

80,000

3,430,000

900,000

29,273,200

12,400,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

340,000

100,000

648,200

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

300,000

1,196,680

2,800,000

80,000

5,700,000

900,000

30,394,880

600,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

105,000

443,320

0

0

-2,270,000

0

-1,121,680

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計 0

0

0

0

0

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

0

1,000,000

0

0

0

1,000,000

0

1,000,000

0

0

0

1,000,000

0

0

0

0

0

5 予備費

予備費 1,500,000 1,500,000

当期支出合計 (C)

当期収支差額 (A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C)

91,383,200 98,409,880 -7,026,680

-798,200 -6,364,880 5,566,680

10,095,832 1,821,734 8,274,098

(注)1「創立100周年記念事業特別会計」に¥10,000,000支 出
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*自然保護委員会による「高尾の森づくり」
*白神山地育林事業
*猿投の森づくり
*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行

5.機関誌等の発行
*山岳第100年 (2005年)の発行
*会報719号～730号の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新
*海外向英文誌 町apanese Alpine News」 発行
*青年部会報「きりぎりす」発行
*医療委員会「山の救急医療ハンドブック」発行

6.国内及び外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会 0東京都山岳連盟・日本ネパール協

会 。日本ヒマラヤ協会・HAT一 J。 その他)との連絡
*海外登山団体との機関誌の交換及び情報誌の購入

7.海外登山等
*4月 15日 ～6月 1日  マナスル登山隊2005

*7月 13日 ～8月 17日 第&次インドヒマラヤ登山隊2005(東海支部)

*9月 3日 ～9月 19日  ネL那 日字峰 (ジ ャナリツ峰)登山隊 (福井支

部)

*9月 4日 ～10月 16日 ギャジ・カン峰登山隊 (富山支部)

8.百周年記念事業の計画推進
*百年史の編集 。発刊     *総 合式典、ブロック式典の実施

*「新日本山岳誌」の編集 0発刊     *所 蔵山岳図書、絵画展

*中央分水嶺踏査の完遂       *医 療ハンドブックの刊行

*海外登山       *各 種フォーラム、シンポジウムの開催

9。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研 ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成

*第 8回秩父宮記念山岳賞の授与
*そ の他

収 支 予 算 書
平成17年4月 1日 から平成18年3月 31日 まで

科   目 平成17年度予算額前年度予算額 増 減 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,000 5,000 0

2 会費・入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

3,600,000

65,500,000

800,000

69,900,000

4,000,000

67,000,000

360,000

71,360,000

-400,000

-1,500,000

440,000

-1,460,000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9,810,000

1,∞ 0,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9,810,000

0

0

0

0

0

0

4 補助金等収入

補助金収入 0

5 寄付金収入

寄付金収入

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

70,000

800,000

870。000

70,000

800,000

8700000 0

0

0
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１
０
０
周
年
記
念
事
業

会
員
並
び
に
有
志
募
金
の
御
礼
と
こ
報
告
（２
）

募
金
事
業
委
員
会

‐
日
会
員
募
金
に
つ
い
て

既
に
約
２
１
０
０
名
の
方
々
に
９
千
円

の
募
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
次
号
の
会

報
よ
り
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
６
千
円
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方

が
約
５
０
０
名
、
３
千
円
の
方
が
約
６
５

０
名
お
ら
れ
ま
す
。
残
額
を
お
納
め
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
振
込
用

紙
は
事
務
局
に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。
合

計
で
約
２
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
有
志
募
金
に
つ
い
て

約
２
７
０
名
の
方
々
か
ら
７
６
０
万
円

余
り
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
月
号
に
引
き
続
き
、
お
名
前
を
掲
載
し

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
日
大
学
募
金
に
つ
い
て

東
西
の
各
大
学
よ
り
約
２
０
０
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
名
を

掲
載
し
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
．
企
業
募
金
に
つ
い
て

当
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
読
売
新
聞
社
か
ら
の

１
千
万
円
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
企

業
よ
り
合
計
約
１
７
０
０
万
円
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
企
業
名
を
掲

載
し
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈大
学
募
金
〉
（１５
校
）

日
本
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
神
戸
大
学
、

学
習
院
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
大
阪
大

学
、
京
都
大
学
、
同
志
社
大
学
、
東
京
大

学
、
東
京
農
業
大
学
、　
一
橋
大
学
、
立
教

大
学
、
千
葉
大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
東

京
女
子
大
学

〈企
業
募
金

〉
（４５
社
）

帥
読
売
新
聞
東
京
本
社
、
団
イ
オ
ン
環
境

財
団
、
京
工
電
鉄
い
、
欄
エ
イ
ジ
ス
、
電

源
開
発
的
、
住
友
林
業
的
、
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
的
、
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
い
、

給
銀
座
白
十
字
、
い
技
報
堂
、
山
科
精
器

閉
、
吉
村
建
設
工
業
欄
、
山
崎
金
属
い
、

い
苅
安
商
店
、
い
平
安
閣
、
あ
お
い
商
事

的
、
例
宮
本
設
計
事
務
所
、
村
中
建
設
い
、

腑
吟
水
園
、
緑
新
造
園
的
、
い
根
本
造
園
、

例
岡
野
造
園
、
種
屋
造
園
興
業
い
、
帥
ア

カ
ネ
グ
リ
ー
ン
、
藤
東
造
園
建
設
的
、
同

グ
リ
ー
ン
ア
ー
ト
、
同
空
園
、
東
京
緑
建

欄
、
欄
大
場
造
園
、
槍
ケ
岳
山
荘
、
谷
崎

工
業
い
、
西
田
工
業
帥
、
上
屋
敷
工
業
的
、

ア
キ
ラ
い
、
帥
関
組
、
サ
カ
イ
オ
ー
ベ
ッ

ク
ス
閉
、
い
菊
池
建
設
、
同
西
糸
屋
、
い

ビ
ケ
ン
エ
業
、
銀
扇
福
井
欄
、
神
楽
酒
造

的
、
例
ナ
ガ
ト
ウ
建
設
、
大
山
測
地
設
計

閉
、
閤
愛
文
社
印
刷
所
、
曽
我
歯
科
医
院

〈
有
志
募
金
〉
（敬
称
略
、
会
員
番
号
順
、

４
月
末
現
在
）

１０
万
円
以
上

（１
名
）
山
本
晃
弘

５
万
円
以
上

（２
名
）
村
井
龍

一
、
増
山

茂３
万
円
以
上

（１
名
）
西
沢
健

一

１
万
円
以
上

（１
５
８
名
）

堀
田
弥

一
、
三
日
月
直
之
、
太
田
敬
、
富

田
記

一
、
本
下
是
雄
、
村
上
勝
太
郎
、
牧

野
衛
、
渡
辺
千
代
蔵
、
高
橋

一
雄
、
永
田

好
行
、
青
柳
安
昭
、
太
田
晃
介
、
大
島
輝

夫
、
川
上
隆
、
石
坂
昭
二
郎
、
坂
井
真
、

阿
部
克
雄
、
伊
藤
敏
、
渡
辺
敏
夫
、
村
上

昭
二
、
新
井
信
太
郎
、
山
口
節
子
、
松
本

征
夫
、
森
元

一
、
穴
田
雪
江
、
山
本
久
子
、

小
森
恵
己
子
、
星
譲
、
大
橋
晋
、
中
沢
仁
、

松
永
敏
郎
、
織
田
沢
美
知
子
、
荒
木
正
弘
、

佐
藤
兼
治
、
中
嶋
啓
、
飯
島
正
敏
、
守
山

進
太
郎
、
浅
利
欣
吉
、
伏
見
紀
子
、
永
島

賢
司
、
清
瀬
祐
司
、
早
田
道
治
、
中
川
武
、

菊
地
文
雄
、
高
橋
聰
、
関
孝
治
、
田
鎖
寿
、

下
河
辺
史
郎
、
斎
藤
健

一
、
錦
織
英
夫
、

田
部
井
淳
子
、
原
謙

一
、
津
田
文
夫
、
中

島
忠
、
塚
原
賢
勝
、
森
宏
子
、
梶
正
彦
、

長
塩
憲
司
、
長
谷
川
良
典
、
西
村

一
夫
、

若
林
妙
子
、
浜
口
欣

一
、
吉
田
元
、
横
田

明
男
、
遠
藤
光
男
、
横
山
誠
之
、
平
井
拓

夫
、
大
森
久
雄
、
中
谷
充
、
豊
島
義
明
、

松
家
晋
、
岡
澤
祐
吉
、
福
田
光
子
、
松
井

辰
爾
、
菅
野
弘
章
、
村
木
冨
士
、
本
郷
三

好
、
山
岸
和
夫
、
織
田
伸
治
、
佐
藤
和
志
、

坂
本
正
智
、
三
上
博
民
、
網
蔵
卓
爾
、
芳

賀
成
明
、
橋
本
龍
太
郎
、
植
田
佳
徳
、
小

林
直
人
、
堀
井
昌
子
、
石
浦
邦
夫
、
西
原

幸
子
、
田
中
賢
治
、
鈴
木
松
二
、
森
武
昭
、

竹
内
哲
夫
、
大
関
保
、
岡
田
貞
夫
、
田
中

聡
、
高
橋
桓
志
、
松
原
尚
之
、
袴
田
通
孝
、

深
川
安
明
、
鈴
木
捷
夫
、
高
木
康
雄
、
近

藤
晋
、
新
村
貞
男
、
佐
々
木
毅
彦
、
平
山

暁
子
、
長
谷
川
啓
子
、
松
村
進
、
石
塚
克

美
、
村
中
征
也
、
戸
村
健
児
、
加
藤
恒
彦
、

佐
藤
弘
、
永
森
邦
雄
、
三
井
吉
由
江
、
松
　
１

澤
フ
サ
子
、
小
林
康
浩
、
鰺
坂
青
青
、
古
　
轟

田
寛
昭
、
小
清
水
敏
昌
、
平
井
喜
久
枝
、

古
田
和
彦
、
木
本
義
雄
、
木
本
慶
太
郎
、

木
本
礼
子
、
辻
斉
、
福
岡
孝
昭
、
辻
橋
明

子
、
芳
賀
淳
子
、
谷
村
正
則
、
國
見
ゆ
み

子
、
橋
本
久
美
子
、
岩
井
胤
夫
、
西
山
進
、

久
義
慧
子
、
小
野
隆
央
、
貴
島
紀
子
、
松

下
征
文
、
堀
江
召
浩
、
明
井
克
子
、
湯
沢

幸

一
、
竹
中
彰
、
日
高
佐
智
代
、
八
木
沼

陽
子
、
市
川
義
行
、
青
木
司
、
小
林
昌
通
、

本
郷
潤

一
、
南
川
陸
夫
、
恩
田
真
砂
美
、

醍
醐
準

一
、
渡
邊
昌
嗣
、
高
石
道
明
、
津

田
麗
子
、
玉
田
具

一
、
平
野
嘉
彦
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
０
３
同
期
会
、
井
ケ
田
博

一

以
上
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支
部
長
会
議
を
開
催

―
‐目
立
っ
た
分
水
嶺
へ
の
発
言
―
‐

総
会
に
先
だ

っ
て
、

１０
時
３０
分
よ
り
、

支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
福
島
支

部
を
の
ぞ
く
全
支
部
長
と
平
山
会
長
、

平
林

・
橋
本
両
副
会
長
、
理
事
４
名
が

出
席
し
、
藤
本
理
事
が
司
会
を
行

っ
た
。

冒
頭
、
平
山
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
な
か
で
、
支
部
長
会
議
の
回
数
を

増
や
し
、
支
部
開
催
も
考
え
た
ら
ど
う

か
、
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

次
に
藤
本
理
事
か
ら
、
通
常
総
会
用

資
料
に
つ
い
て
の
説
明
、
新
し
い
支
部

長
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
各

支
部
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

報
告
は
、
中
央
分
水
嶺
踏
査
に
関
す

る
発
言
が
目
立
ち
、
１
年
間
の
山
行
の

ほ
と
ん
ど
を
分
水
嶺
踏
査
に
あ
て
た
支

部
、
１
千
キ

ロ
の
踏
査
に
ガ
ソ
リ
ン
代
だ

け
で
も
６０
万
円
か
か
っ
た
と
い
う
支
部
、

支
部
員
が
減

っ
た
と
い
う
支
部
も
あ
っ

た
。
反
対
に
、
分
水
嶺
踏
査
で
盛
り
上

が
り
、
結
束
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
っ

た
。本

部
か
ら
は
、
中
央
分
水
嶺
の
踏
査

状
況
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
進
捗

状
況
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
収
支

や
募
金
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
最

後
に
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
式
典
の
進
捗
状
況

が
担
当
支
部
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

（永
田
　
弘
太
郎
）

新
た
な

研
究
テ
ー
マ
ヘ
の
取
り
組
み

上
高
地
山
岳
研
究
所
に
併
設
し
て
い

る
ミ
ニ
水
力
発
電
実
験
施
設
に
対
し
、

環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
官
庁

よ
り
５
年
間
の
延
長
使
用
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
構
築
し
て
き

た
実
験
設
備
、
蓄
積
し
て
き
た
基
礎
デ

ー
タ
な
ら
び
に
運
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

と
に
実
用
化
に
向
け
た
新
た
な
研
究
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
活
動

の
近
況
と
研
究
テ
ー
マ
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

■

近
況
報
告

４
月
２９
日
、

３０
日
の
山
研
開
所
作
業

に
合
わ
せ
山
研
運
営
委
員
な
ら
び
に
共

同
研
究
先
で
あ
る
神
奈
川
工
科
大
学
の

学
生
の
応
援
を
得
て
冬
季
中
に
撤
去
し

て
い
た
取
水
設
備
の
設
置
、
発
電
設
備

の
接
続

ｏ
調
整
を
実
施
し
た
ｏ
例
年
に

比
べ
残
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
導
水

管
の
掘
り
出
し
な
ど
時
間
と
労
力
を
要

す
る
作
業
が
軽
減
さ
れ
た
分
、
余
裕
の

あ
る
作
業
と
な
っ
た
。
昨
年
ま
で
は
、

サ
ー
ジ
タ
ン
ク

（導
水
管
の
途
中
に
入

れ
る
水
圧
調
整
タ
ン
ク
）
を
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
し
た
水
は
そ
の
周
囲
に
排
水
し

て
い
た
が
、
今
回
か
ら
は
サ
ー
ジ
タ
ン

ク
を

一
新
し
て
、
余
剰
水
も
沢
へ
戻
す

な
ど
、
よ
り
環
境
に
優
し
い
シ
ス
テ
ム

と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
た
点
が
新
た
な

特
長
と
な
っ
て
い
る
。

■

研
究
テ
ー
マ

ミ
ニ
水
力
発
電
の
実
用
化
に
は
、
発

電
設
備
の
運
転
に
際
し
出
来
る
だ
け
管

理
者

（山
小
屋
の
従
業
員
な
ど
）
の
手

を
煩
わ
せ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
動

運
転
化
が
実
用
化
の
鍵
と
な
る
。
す
な

わ
ち
、
電
力
を
必
要
と
す
る
照
明
な
ど

の
装
置

（負
荷
）
に
対
し
、
発
電
設
備

か
ら
の
電
力
供
給
を
自
動
的
に
制
御
す

る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
る
。
現
状
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
負
荷
が
変
動
す
る
と
、

発
電
機
の
回
転
数
の
変
動
と
な
っ
て
表

れ
、
極
端
な
回
転
数
の
変
動
は
発
電
機

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
回
転
数
を
ほ
ぼ

一
定
に

保
つ
よ
う
に
、
管
理
者
の
手
に
よ
っ
て

負
荷
制
御
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

使
用
で
き
る
負
荷
は
照
明
な
ど
の

一
部

「W
ル

爾覇驀驀

趙蜀M●5な

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

6月

「シェルバのルーツ・チベットから
ネバール国境を歩いて越えて」

世界第 6の後方、チョーオユー峰、そのBC近く

に位置するのがナンパ・ラ(5716m)です。シ

ェルバ族 がかつてチベットから移住 してきた

ルートの一つです。

◎チョ…・オユーBCとナンバ・ラ(峠)越え

9月 25日 ～ 10月 13日 ¥780,000

株式会社 ウェック・トレック

国土交通大臣登録旅行業 1662号
〒105-0003 東京都港区西新橋3-24-8山 内ビル4階
電話 03-3437-8848  mail info@everest.co ip
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に
固
定
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
回

取
り
組
む
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ら
手
動
で

行
わ
れ
て
い
る
負
荷
制
御
の
自
動
化
を

実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
実
環
境

に
お
け
る
検
証
を
目
的
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
山
研
で
使
用
し
て
い
る
負

荷
の
種
類
を
重
要
度
に
よ
り
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電

状
態
や
負
荷
の
電
力
使
用
状
況
に
応
じ

て
重
要
度
の
低
い
も
の
か
ら
自
動
的
に

接
続
の

ｏ
ｎ
ｏ
ｏ
ｆ
ｆ
が
行
え
る
よ
う

な
仕
組
み
を
構
築
し
、
こ
れ
を
マ
イ
コ

ン
で
制
御
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
現
状
７５
～
８０
で

に
抑
え
て
い
る
発
電
機
の
出
力
を
定
格

（１
耐
程
度
）
ま
で
上
げ
る
こ
と
も
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
山
研
利
用
者
向
け

の
冷
蔵
庫
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
負
荷
へ
電
源
供
給
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、
こ
う
い
っ

た
目
に
見
え
る
形
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
用
性
を
訴
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（柴
山
　
信
夫
）

含
同
新
人
歓
迎
会
と

各
大
学
の
新
人
状
況

５
月
１６
日
、

１７
日
、
奥
多
摩
の
氷
川

キ
ャ
ン
プ
場
に
て
学
生
部
に
集
ま
る
諸

大
学
合
同
新
人
歓
迎
キ
ャ
ン
プ
を
催
し

た
。
今
年
度
は
部
員
数
が
ゼ
ロ
に
な
る

部
も
で
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
人

勧
誘
に
は

「横
の
つ
な
が
り
」
を
大
切

に
、
大
学
の
垣
根
を
越
え
た
横
断
的
な

新
人
勧
誘
を
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、

大
学
に
よ
っ
て
豊
作
不
作
は
あ
っ
た
が
、

学
生
部
と
し
て
次
代
を
担
う
人
材
は
、

今
年
も
少
人
数
で
は
あ
る
が
、
入
っ
て

き
て
く
れ
た
と
思
う
。

奥
多
摩
の
新
人
歓
迎
会
で
は
早
稲
田

大
学
３
年
の
福
島
、
古
関
が
中
心
と
な

り

一
貫
し
て
事
前
準
備
を
引
き
受
け
、

ま
た
方
々
に
新
歓
期
間
中
に
は
手
を
回

し
て
い
た
だ
い
た
。

残
念
な
が
ら
い
ま
だ
入
部
希
望
者
ゼ

ロ
の
部
も
あ
る
が
、
新
た
に
推
薦
入
学
制

度
を
活
用
し
て
意
欲
的
な
山
岳
部
を
形

成
し
て
い
る
部
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
と
融
合
し
て
新
し
い
形
を
模
索
す
る

部
な
ど
、
い
ま
や
部
の
方
向
性
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
山
登
り
を
や
り

た
い
と
い
う
新
入
生
に
対
し
て
は
門
戸

を
広
く
、
昨
年
の
ム
ス
タ
ン
遠
征
の
よ
う

に
、
他
大
学
の
仲
間
に
自
分
の
登
山
の
思

想
を
共
感
で
き
る
仲
間
を
見
つ
け
て
も

ら
え
れ
ば
幸
い
と
思
う
。

実
際
に
名
目
上
は

「新
入
生
…
」
た

ち
も
、
意
欲
に
燃
え
る
上
級
生
た
ち
と

の
更
な
る
交
流
の
場
に
も
な
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

昨
今
の
部
員
減
少
の
傾
向
を
、
否
定

的
な
見
方
で
捉
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

伝
統
と
現
行
を
複
合
化
さ
せ
た
新
し
い

登
山
の
思
想
を
、
今
後
す
べ
て
の
部
員

が
積
極
的
に
持
て
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か
け
作
り

と
し
て
の
歓
迎
交
流
会
は
、
ひ
い
て
は

普
段
の
学
生
部
集
会
に
お
い
て
も
自
然

と
大
学
山
岳
部
全
体
の
底
上
げ
と
な
る

だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
。

今
後
と
も
山
岳
部
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ど
う
な
り
た
い
か
を
振
り
返
る
場

の
雰
囲
気
を
、
学
生
部
を
通
し
て
醸
成

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

今
年
度
は
加
藤

（立
教
４
）
、
古
関
光

浩

（早
稲
田
３
）
、
澤
井
京
太

（東
京
理

科
３
）
で
学
生
部
を
運
営
し
て
い
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【新
人
歓
迎
キ
ャ
ン
プ
参
加
大
学
＝
立

教
、
早
稲
田
、
拓
殖
、
明
治
学
院
、
千

葉
、
上
智
、
専
修
、
青
山
学
院
、
東
京

理
科
】

（立
教
大
学
　
加
藤
　
健

一
郎
）

◆メール投稿に関するお願い◆

・ メールでの投稿歓迎します。

誤字脱字などの削減、会報編集作業の能率化の

ため、メール投稿へのご協力をお願いします。

・ 投稿の際には、iac=k旦 :上o@jacoorjp宛 にお送り

ください。

・ 写真付きの原稿も歓迎します。

デジカメでは、画質の設定を印刷用にしてご

撮影ください。ホームページ用に設定された

写真などでは、画像の粒子が粗く使えない場

合があります。

日本山岳会創立100周 年記念

河口慧海の足跡をたずねて
A)国境の峠探訪とカイラス1周トレッキング 33日 間

9/12(月 )～ 10/14(金)785,000円
B)秘境ムスタン・トレッキング 22日 間

10/18(火 )～ 11/8(大)645,000円
国土交通大臣登録旅行業第490号/側日本旅行業協会正会員 OポコF憬■書員

〒105‐ 0003東京都港区西新橋1い 12¨ 1西新橋1森 ビル2F E■ 03‐ 3503-1911
大阪806‐ 6444‐ 3033 名古屋8052‐ 581‐ 3211 福岡8092‐ 715¨ 1557

e― nlai::info@a!pine‐ toun conl  http:〃 www.alpine‐toun corn

印月りl障グ」7.多¬ど貿月1属書″
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イラスト・倉岡啓吉

目 画 蝙鰈

会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するページです。

どしどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点につき1000字程

度でお願いします)

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ

ル
ー
ム
の
図
書
室
は

資
料
の
宝
庫

長
田
　
義
則

会
報
７
１
６
号
の
関
塚
氏
の

「充
実

し
た
図
書
室
は
誇
り
」
に
同
感
す
る
。

地
方
の
会
員
に
は
、
そ
の
図
書
室
が

遠
い
距
離
に
あ
る
だ
け
、
利
用
の
面
に

お
い
て
首
都
圏
の
会
員
が
羨
ま
し
い
。

手
元
の
山
書
資
料
か
ら
の
調
べ
も
、

す
ぐ
に
行
き
詰

っ
て
は
ル
ー
ム
の
図
書

館
の
厄
介
に
な
る
か
ら
、
い
つ
も
資
料

の
宝
庫
と
考
え
て
い
る
。

地
方
の
会
員
は
、
ふ
ら
り
と
ル
ー
ム

に
通
え
る
も
の
で
も
な
し
、
入
会
こ
の

方
ル
ー
ム
の
所
在
や
図
書
室
を
利
用
し

な
い
会
員
も
多
い
に
違
い
な
い
。
せ
い

ぜ
い
晩
餐
会
の
途
次
、
ど
う
せ
の
こ
と

な
ら
と
神
保
町
界
隈
を
の
ぞ
き
見
し
て
、

立
ち
寄

っ
た
ル
ー
ム
で
の
調
べ
も
、
時

間
を
気
に
そ
そ
く
さ
と
切
り
上
げ
る
。

山
書
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
立
図
書

館
を
利
用
し
て
借
り
も
す
る
。
所
蔵
の

な
い
の
が
殆
ど
だ
が
、
今
で
は
互
い
に

連
携
さ
れ
、
全
国
的
に
検
索
し
て
取
り

寄
せ
て
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
。

明
治
期
の
本
も
借
り
出
し
で
き
る
が
、

こ
と
山
書
に
限

っ
て
は
、
何
と
言

っ
て

も
ル
ー
ム
の
充
実
し
た
図
書
室
に
は
か

な
わ
な
い
。

そ
の
図
書
室
も
多
く
の
会
員
に
利
用

さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ム
も
よ
り

身
近
と
な
り
、
会
員
の
帰
属
意
識
も
高

め
ら
れ
、
更
に
図
書
室
の
充
実
も
期
待

で
き
る
と
思
う
。

利
用
の
手
始
め
に
、
所
蔵
図
書
の
新

し
い
目
録
も
欲
し
い
。
コ
ピ
ー
資
料
の

頒
布
で
十
分
で
あ
る
。

か
つ
て
虎
ノ
門
に
あ
っ
た
本
会
図
書

室
兼
ル
ー
ム
は
、
そ
の
充
実
し
た
内
容

と
共
に

一
切
灰
儘
に
帰
し
て
か
ら
、
先

人
が
３
年
に
し
て
よ
う
や
く
ル
ー
ム
の

再
建
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

約
１５
坪
の
山
小
屋
風
平
家
建
、
図
書

室
と
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
を
兼
ね
、
建
築
費

３０
万
円
、
図
書
購
入
費
２０
万
円
の
計
５０

万
円
の
資
金
募
集
は
、
相
当
の
困
難
を

予
想
し
て
、
会
員
に
は
万
難
を
排
し
て

の
呼
び
か
け
を
し
て
い
る

（昭
和
２３
年

５
月

・
会
報
１
４
１
号
）
。

先
人
た
ち
の
気
概
の
伝
わ
る

「
ル
ー

ム
の
原
点
の
図
書
室
」
は
今
、
ク
ラ
ブ

創
立
１
０
０
年
の
積
年
の
つ
な
が
り
の

所
産
と
し
て
、
関
塚
氏
の
誇
り
と
す
る

一
つ
に
間
違
い
な
い
。

残
雪
期
の
中
国
側
の
長
自
山

鈴
木
　
正
規

白
頭
山
は
朝
鮮
半
島
の
付
け
根
に
当

た
る
長
白
山
脈
の
最
高
峰
で
、
中
国
で

は
長
白
山
と
呼
び
、
海
抜
２
７
５
０
口
川

の
中
国
東
北
部
の
国
境
線
上
の
最
高
峰

で
も
あ
る
。
今
か
ら
約
１
千
万
年
前
に

大
噴
火
を
お
こ
し
た
ア
ピ
ー
テ
式
の
火

山
で
、
山
項
に
は
天
池
と
呼
ば
れ
る
周

囲
１５
キ

ロ
の
火
山
湖
が
満
々
と
水
を
蓄
え

て
い
る
。

頂
上
の
西
半
分
は
中
国
吉
林
省
、
東

半
分
は
北
朝
鮮
に
属
し
て
、
天
池
の
湖

水
は
伏
流
と
な
っ
て
東
西
に
流
れ
て
西

は
中
国
と
の
国
境
を
経
て
鴨
緑
江
に
、

東
は
や
は
り
中
国
と
の
国
境
線
上
を
豆

満
江
へ
と
流
れ
て
い
る
。

冬
期
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
寒
気
団
の
絶
好

の
攻
撃
を
受
け
、

１２
月
頃
か
ら
３
月
ま
で

は
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
３７
度
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
厳
冬
期
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
並
み
の
厳

し
く
、
す
さ
ま
じ
い
気
象
で
あ
る
。

今
回
の
私
た
ち
の
長
白
山
登
山
計
画

は
山
好
き
な
旅
行
社
の
ツ
ア
ー
商
品
企

画
担
当
者
の
集
ま
り
で
、
長
白
山
を
な
ん

と
か
ツ
ア
ー
商
品
に
な
ら
な
い
か
と
討

議
さ
れ
た
の
が
最
初
、
そ
の
後
、
何
度
と

な
く
各
社
で
登
山
の
た
め
の
研
究
資
料

等
が
集
め
ら
れ
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
社

会
主
義
国
家
ゆ
え
に
、
古
い
文
献
と
か
地

図
な
ど
が
乏
し
い
の
が
障
害
と
な
っ
た
。

特
に
地
図
に
い
た
っ
て
は
軍
事
上
の
秘

密
で
市
場
へ
の
販
売
は
皆
無
の
現
状
で
、

一
番
の
悩
み
だ
っ
た
。

そ
こ
で

一
応
、
各
社
の
ツ
ア
ー
メ
ン

バ
ー
が
冬
期
の
オ
フ
を
め
ざ
し
て
現
地

調
査
を
実
行
し
よ
う
と
決
め
た
。

出
発
は
３
月
８
日
、
中
国
側
の
延
吉

に
入
っ
て
現
地
で
の
間
き
取
り
調
査
を

終
え
て
、

１３
日
に
は
安
図
ま
で
の
舗
装

道
路
を
突

っ
走

っ
て
白
河
二
道
に
着
い

た
の
が
午
前
７
時
頃
、
朝
食
も
そ
こ
そ
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こ
に
、
二
河
泥
無
に
到
着
し
た
。
積
雪

は
４０
考
、
こ
こ
ま
で
は
何
回
と
な
く
車

の
後
押
し
を
し
な
が
ら
の
行
進
、
こ
こ

二
河
泥
無
に
は
た
だ

一
つ
登
山
と
観
光

を
目
的
に
し
た
「長
白
山
国
際
ホ
テ
ル
」

が
あ
り
、
冬
期
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
が
、

特
に
事
前
に
手
配
を
し
て
あ
っ
た
の
で

管
理
人
が
開
け
て
く
れ
た
。
ホ
テ
ル
の

日
前
の
小
さ
な
建
物
が
中
国
軍
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
ス
ト
、
全
員
が
入
山
届
け
と
入

山
料
を
支
払
う
た
め
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提

示
が
あ
っ
た
が
、
問
題
な
く
通
過
が
で

き
た
。
こ
こ
か
ら
は
登
山
の
た
め
に
手

配
し
て
あ
る
、
３
台
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
に
分
乗
し
て
長
白
瀑
布
を
目
指
し
て

行
け
る
所
ま
で
行
こ
う
と
進
行
し
た
。

し
か
し
、
積
雪
は
約
２
層
、
雪
上
が
ア

イ
ス
バ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
滝

を
目
指
し
て
登

っ
て
い
っ
た
も
の
の
、

左端のピークが長白山(2741m)

２０
分
も
し
な
い
う
ち
に
凍
り
の
張
り
が

強
烈
に
な
リ
モ
ー
ビ
ル
が
谷
側
へ
滑
り

込
ん
だ
の
で
、
３
台
共
危
険
と
悟
り
、

ア
イ
ゼ
ン
登
高
と
な
る
。

滝
の
高
さ
は
４０
属
、
ツ
ラ
ラ
状
に
凍

っ
て
い
て
、
正
面
か
ら
見
る
と
た
だ
の

氷
壁
、
頂
上
の
天
池
ま
で
ア
イ
ゼ
ン
登

高
が
快
適
に
効
く
の
で
、
急
登
を
４
、

５
回
休
ん
で
、
午
後
４
時
５
分
に
天
池

に
着
い
た
。
天
池
の
気
温
は
、
マ
イ
ナ

ス
ー５
度
の
晴
天
で
あ
る
。
火
口
湖
は
湖

面
だ
け
が
完
全
に
凍
結
し
て
い
て
、
真

白
な
雪
で
フ
タ
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。

左
に
は
長
白
山
２
７
４
１
層
、
正
面

に
は
最
高
峰
の
将
軍
峰
２
７
５
０
際
川
が

は
っ
き
り
と
そ
び
え
て
い
た
の
が
印
象

的
だ

っ
た
。

還
暦
を
過
ぎ
た
ら

山
を
歩
き
た
く
な
っ
た

熊
谷
　
と
も
子

毎
月
送
ら
れ
て
来
る

「山
」
の
中
で

１
０
０
周
年
記
念
の
文
字
ば
か
り
が
目

に
入
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
４
月
号
の

中
村
テ
ル
さ
ん
の
記
事
を
な
つ
か
し
く

読
み
ま
し
た
。
婦
人
部
を
創
立
し
た
あ

の
聖
橋
の
山
岳
会
の
古
い
ル
ー
ム
で
の

事
が
昨
日
の
事
の
よ
う
に
想
い
出
さ
れ

ま
す
。
昭
和
２０
年
代
か
ら
３０
年
代
に
か

け
て
の
山
岳
会
は
、
私
に
と
っ
て
貴
重

で
し
た
。
あ
れ
か
ら
５０
年
余
り
、
ず
い

ぶ
ん
山
を
歩
き
ま
し
た
。

今
、
私
は
山
岳
会
の
先
輩
方
へ
の
御

恩
返
し
も
あ
り
、
同
年
代
の
方
に
月
に

１
度
の
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
１０
年
前
の
小
学
校
の
同

窓
会
で
し
た
。
定
年
で
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
、
孫
か
ら
も
手
が
放
れ
自
由
に
な

っ
た
時

「山
を
歩

い
て
み
た

い
な

あ

！
」
「だ
け
ど
今
頃
か
ら
ど
う
し
て

行

っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

声
が
多
く
あ
り
、
そ
ん
な
同
級
生
の
声

に
そ
れ
で
は
と
発
足
し
た
の
が
月
に
１

度
の
山
歩
き
で
し
た
。

古
希
の
年
に
、
ス
キ
ー
は
始
め
て
と

い
う
方
ば
か
り
で
雪
を
楽
し
ん
だ
り
、

日
本
最
北
端
の
礼
文

ｏ
利
尻
岳
の
素
朴

な
美
し
さ
に
感
銘
し
た
り
、
宮
城
蔵
王

の
樹
氷
に

一
同
大
感
激
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
い
山
、
低
い

山
、
小
さ
な
里
山
で
も
楽
し
さ
の
裏
に

山
の
恐
さ
が
い
っ
ぱ
い
か
く
れ
て
い
る

こ
と
も
解

っ
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
皆
で
始
め

た
山
歩
き
は
、
と
う
と
う
４
月
１４
日
に

１
０
０
回
日
の
山
行
と
な
り
、
舞
鶴
山

に
登
り
、
天
童
温
泉
で
１
０
０
回
山
行

記
念
を
祝
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
喜
寿
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
歩
き
た
い
山
、
静
か
な
山
の
温
泉

へ
と
思
い
を
募
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
の
こ
と

大
森
　
弘
一
郎

ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
に
１
年
ぶ
り
に

行
き
ま
し
た
。
毎
日
の
お
客
さ
ん
の
数

は
外
国
人
が
３０
人
か
ら
５０
人
、
ネ
パ
ー

ル
人
が
２
０
０
人
か
ら
３
０
０
人
く
ら

い
で
、
民
家
風
に
作
ら
れ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
も
開
業
し
、
木
も
芝
も
育
ち
軌
道
に
　
５

の
っ
て
い
る
様
子
に
見
え
ま
し
た
。
　

　

畿

今
は
、
安
藤
氏
に
代
わ
り
竹
花
氏
が

面
倒
を
見
て
い
ま
す
。
展
示
は
、
基
本

的
に
は
あ
ま
り
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
収

蔵
庫
も
準
備
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
中
身
は
無
い
そ
う
で
す
。
要
す
る

に
遠
征
隊
が
使
用
し
た
も
の
の
現
物
の

ス
ト
ッ
ク
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
か

ら
下
山
し
た
と
き
、
使
用
し
た
装
備
や

機
材
や
記
念
の
石
な
ど
を
博
物
館
に
お

い
て
き
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
喜

ん
で
受
け
取

っ
て
く
れ
て
、
展
示
も
し
、

大
切
に
保
存
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

以
上
提
案
い
た
し
ま
す
。
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引
〓
ｏ
＞
亘

コ
ｏ
ｏ
一ｃ
７

刊

『刊
〓
０

＞
一じ
一コ
０

」
Ｏ
Ｃ
「
コ
ｍ
一
ｍ
０
０
ヽ
』

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
初
登
攀
し
た
雪

壁
上
の
写
真
が
表
紙
を
飾
り
、
裏
表
紙

に
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
岩
山
か
ら
宙
吊
り

に
な
っ
て
懸
垂
下
降
を
す
る
写
真
、
ペ

ー
ジ
を
め
く
れ
ば
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰

の
雪
稜
か
ら
の
雄
大
な
景
観
が
日
に
入

る
。
文
中
に
も
魅
力
的
な
写
真
が
随
所

に
あ
り
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
ペ
ー
ジ
を

進
め
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
可
Ｆ
①
≧
り
Ｆ
の

０
ご
げ
の
機
関
誌
で
あ
り
、
世
界
の
登
山

情
報
を
集
積
し
た
楽
し
く
読
ま
せ
る
山

岳
情
報
誌
だ
。

巻
頭
で
は
今
回
か
ら
編
集
責
任
者
が

交
代
し
た
こ
と
、
写
真
が
文
章
中
に
入

っ
た
の
で
非
常
に
読
み
良
く
、
並
み
い

る
山
岳
関
係
誌
の
中
で
内
容
で
も
突
出

し
て
い
る
と
誇
ら
し
げ
に
記
し
て
い
る
。

登
攀
、
旅
行
、
論
点
、
随
想
、
文
芸
、

歴
史
、
地
域
情
報
、
書
評
な
ど
に
分
か

れ
て
い
る
。

「登
攀
」
で
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
南

西
稜
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
な
ど
の

新
ル
ー
ト
登
攀
や
初
登
頂
な
ど
が
Ｈ
点

あ
り
。
ま
た
０
３
年
夏
、
異
常
気
象
の

ア
ル
プ
ス
で
岩
雪
崩
に
よ
る
下
山
ル
ー

ト
崩
壊
と
ヘ
リ
救
出
大
作
戦
の
実
態
な

ど
が
興
味
深
い
。

「旅
行
」
に
は
中
村
保
氏
の
イ
ラ
ワ
ジ

川
源
流
の
探
索
や
カ
パ
デ
ィ
ア
氏
の
東

部
カ
ラ
コ
ル
ム
、
エ
リ
ッ
ク

ｏ
シ
プ
ト

ン
の
息
子
ジ
ョ
ン
に
よ
る
父
親
の
足
跡

を
検
証
す
る
山
行
な
ど
あ
り
。

「論
点
」
で
は
バ
ル
カ
ン
半
島
と
カ
シ

ミ
ー
ル
紛
争
地
帯
の
平
和
公
園
計
画
の

早
期
実
現
を
訴
え
て
い
る
。

「随
想
」
で
は
こ
れ
か
ら
５０
年
後
の
Ｋ

２
、
過
密
化
の
ア
ル
プ
ス
な
ど
英
国
人

の
考
え
方
の
理
解
に
役
立
つ
よ
う
だ
。

ま
た
英
国
に
お
け
る
各
登
山
ク
ラ
ブ
の

発
展
史
は
わ
が
国
の
登
山
界
を
考
え
る

上
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。

「文
芸
」
で
は
１
９
８
５
年
ア
ン
デ
ス

の
遭
難
事
故
を
著
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

本
の
映
画
化
で
著
書
と
共
に
世
界
的
に

好
評
を
博
し
て
い
る
映
画
、
日
本
題
名

″運
命
を
分
け
た
ザ
イ
ル
″
に
関
す
る
２

編
、
と
く
に
遭
難
当
事
者
が
映
画
ロ
ケ

の
た
め
に
現
場
を
訪
ね
た
時
の
心
理
状

況
な
ど
率
直
に
述
べ
て
い
る
。

「歴
史
」
で
は
今
ま
で
恐
ら
く
邦
文
で

は
見
か
け
た
こ
と
の
な
い
、
ア
ン
デ
ス

の
女
性
パ
イ
オ
ニ
ア
達

（１
９
０
３
年

～
５
０
年
）
な
ど
６
点
あ
り
。

「地
域
情
報
」
に
は
世
界
各
地
の
０
３

年
の
登
山
情
報
が
７０
パ
ー
に
わ
た
り
記
さ

れ
、
登
山
界
に
価
値
あ
る
最
新
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
基
金
の
交

付
を
受
け
た
隊
の
遠
征
レ
ポ
ー
ト
が
３０

余
点
あ
り
。
羨
ま
し
い
こ
と
に
、
こ
の

基
金
は
既
に
１
４
０
０
件
の
遠
征
を
支

援
し
て
い
る
。
英
国
山
岳
会
の
会
務
報

告
の
中
に
７０
年
ぶ
り
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
に
復

帰
し
た
と
あ
る
。
　

　

（南
井
　
英
弘
）

４
２
４
ギ
　
∪
ヨ
の
の一
「
『①
∽の
発
行

２２

・

５０

£

成
瞑
踏
高
會

・
編

『覆
刻

＊
記
録

・會
報
』

旧
制
成
曖
高
校
旅
行
部
と
成
険
踏
高

會

（同
Ｏ
Ｂ
会
）
の

『記
録
Ｉ
号
』
（昭
和

２
年
）
～
『同
Ⅲ
号
』
（昭
和
Ｈ
年
）
、
『會

報
１
号
』
（昭
和
７
年
）
～
『同
８
号
』
（昭

和
２２
年
、
『記
録
４
号
』
と
の
合
併
号
）を

踏
高
会
の
有
志
が
覆
刻
し
た
。

縦
組
、
横
組
、
謄
写
刷
、
活
版
刷
と

変
遷
し
て
い
く
。
掲
載
さ
れ
た
広
告
も

時
代
を
写
し
て
い
る
。

大
正
１４
年
か
ら
始
ま
る
活
動
は
、
成

瀬
岩
雄
、
中
屋
健
式
、
三
枝
守
維
、
高

木
正
孝
、
渡
辺
兵
力
氏
ら
の
熱
気
と
、

お
び
た
だ
し
い
山
行
日
数
に
は
圧
倒
さ

れ
る
。

虹
芝
寮
建
設
計
画
が
熱
心
に
論
じ
ら

れ
、
昭
和
７
年
に
完
成
後
は
、
谷
川
岳

東
面
の
夏
期
、
積
雪
期
の
登
攀
に
打
ち

込
ん
で
い
く
。

大
島
亮
吉
、
松
方
二
郎
氏
ら
と
の
山

行
や
北
大
山
岳
部
と
合
同
の
十
勝
合
宿

が
あ
り
、
古
き
良
き
時
代
の
お
お
ら
か

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

昭
和
２２
年
の

『會
報
８
号
』
は
、
戦

時
中
の
不
自
由
な
登
山
を
報
告
し
、
多

く
の
戦
死
者
と
復
員
会
員
の
消
息
を
伝

え
て
、
虹
芝
寮
再
開
へ
の
意
欲
が
語
ら

れ
て
い
る
。

『虹
芝
寮
日
記
』
も
１
９
８
６
年
に
覆

刻
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
読
む
と
谷
川
岳

登
攀
史
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
は
特
装
本
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
。　
　
　
　
　
（松
沢
　
節
夫
）

２
０
０
４
年
９
月
　
日
本
経
済
論
社

発
行
　
７
８
３
パ
‐
　
１
０
０
０
０
円

図 書 紹 介

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石
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神
戸
大
学
東
チ
ベ
ツ
ト
学
術
登
山
隊
・編

『神
戸
大
学
東
チ
ベ
ツ
ト
学
術
登

山
隊
報
告
書
』

神
戸
大
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業

０
３
年
１０
月
２
日
～
１１
月
１７
日

未
知
の
地
域
を
探
検
し
未
踏
の
山
項

を
極
め
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
文
化
活

動
で
あ
る
、
と
す
る
登
山
隊
は
教
授
学

生
を
含
む
９
名
で
、
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自

治
区
東
南
部
の
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
最
高
峰

ル
オ
ニ
イ
６
８
０
５
口
川
と
、
そ
の
周
辺

を
目
的
と
し
て
行
動
。

８
６
年
、
ブ
ー
タ
ン
国
境
付
近
の
未

踏
峰
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
７
５
５
４
口
川
の
初

登
項
後
、
成
都
ま
で
学
術
調
査
旅
行
時

に
山
群
の
入
口
で
あ
る
然
鳥
を
通
り
思

い
を
馳
せ
、
次
の
目
標
と
心
に
定
め
た

が
実
現
に
は
１７
年
を
要
し
た
。

０
２
年
１０
月
２
日
～
２１
日
、
偵
察
隊

３
名
が
ク
レ
バ
ス
帯
を
抜
け
４
６
５
０

口
月
に
達
し
地
形
を
明
ら
か
に
し
た
。
今

回
登
山
隊
は
Ｃ
３
、
５
８
３
０
口川
予
定

地
で
降
雪
の
た
め
撤
退
、
登
項
ル
ー
ト

の
見
込
み
が
た
た
ず
課
題
を
残
し
た
が

全
員
無
事
で
Ｂ
Ｃ
帰
着
、
日
程
も
ほ
ぼ

消
化
し
た
。

学
術
隊
は
別
動
で
、
教
授
学
生
を
含

む
４
名
に
中
国
側
教
授
を
加
え
５
名
が

４０
日
を
費
や
し
調
査
す
る
。
そ
の
結
果
、

イ
ン
ド
大
陸
が
ア
ジ
ア
大
陸
に
衝
突
し
、

内
部
に
２
３
０
０
時帥”め
り
こ
み
、
チ
ベ

ッ
ト
高
原
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
上
昇
し
た

と
い
う
こ
と
が
解
か
っ
た
。
東
ア
ジ
ア

の
大
河
の
奇
妙
な
流
れ
の
方
向
の
変
化

こ
そ
が
変
形
の
証
拠
と
考
え
ら
れ
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
用
い
た
ア
ジ
ア
東
部
の
測
量
で

は
運
動
は
現
在
も
起

っ
て
い
る
。
八
宿

か
ら
昌
都
を
経
て
成
都
に
至
る
高
度
変

化
を
図
表
し
た
。
恐
竜
と
考
え
ら
れ
る

足
跡
が
八
宿
の
崖
に
残
さ
れ
て
い
る
。

地
層
の

「産
状
」
を
観
察
し
た
結
果
、

断
層
活
動
の
地
表
変
形
が
見
ら
れ
た
。

琶
康

・
八
宿

ｏ
昌
都

・
察
雅
５６
ヵ
所

で
４
４
７
個
２１
多
の
岩
石
試
料
を
採
取

す
る
。

白
亜
紀
ジ
ュ
ラ
紀
岩
石
の
古
地
磁
気

を
測
り
大
陸
変
形
の
様
相
を
解
明
す
る

研
究
室
内
の
仕
事
が
始
ま
る
。

報
告
書
は
カ
ラ
１
３
パ
ーを
含
み
内
容

は
濃
い
。
こ
の
山
域
に
興
味
あ
る
人
に

は
必
読
の
書
で
あ
ろ
う
。
（三
沢

一
三
）

２
０
０
４
年
３
月

神
戸
大
学
山

岳
会
発
行
　
■
バ‐

『山
と
私
』

山
登
り
に
関
し
て
の
自
費
出
版

（私

家
版
）
本
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
出
版

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ビ
デ

オ
と
同
じ
く
、
友
人
や
参
加
者
間
で
見

れ
ば
お
も
し
ろ
い
が
、
他
人
が
見
て
も

お
も
し
ろ
い
も
の
で
は
な
い
。

本
書
に
つ
い
て
も
同
じ
事
が
言
え
る

が
、
幸
い
本
文
で
の
秋
田
支
部
関
連
の

記
事
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
関

係
者
間
に
お
い
て
は

一
気
に
読
み
た
く

な
る
ほ
ど
の

一
冊
で
あ
る
。

本
書
は
、
著
者
が
還
暦
と
退
職
と
い

う
人
生
最
大
の
節
目
に
出
版
す
る
と
い

う
計
画
を
前
も

っ
て
た
て
、
日
頃
の
山

行
き
を
常
に
記
録
に
留
め
て
い
た
努
力

が
あ

っ
て
こ
そ
纏
め
あ
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
け
っ
し
て
、　
一
夜
に
し
て
で

き
あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
入
会
後
の
秋
田
支
部
山
行

の
大
半
の
記
録
を
網
羅
し
て
お
り
、
支

部
の
歴
史
の

一
部
と
み
て
も
決
し
て
過

言
で
は
な
い
。

本
書
の
見
所
は
、
他
に

「秋
田
県
の

山
岳
千
メ
ー
ト
ル
峰
１
４
２
座
」
の
完

今
年
も

●
√
Ｌ
ｒＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う

登

（女
性
初
）
や

「秋
田
県
の
山
５６
座
」

完
登
な
ど
、
登
山
界
の
未
知
な
る
山
々

を
も
位
置
図
と
共
に
紹
介
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
秋
田
県
の
山
岳
界
と
し
て
も

貴
重
な
記
録
を
綴

っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
族
の
こ
と
や
海
外
旅
行
な

ど
も
併
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
著
者

の
自
分
史
と
も
な
っ
て
い
る
異
色
の
本

で
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
、
岳
人
と
し

て
の
最
も
大
切
な

「山
行
歴
」
を
年
表

に
纏
め
て
載
せ
て
い
る
の
は
、
自
分
史

作
製
の
模
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（佐
々
木
　
民
秀
）

２
０
０
４
年
３
月
発
行
　
Ｂ
５
版

２
９
４
ギ
　
非
売
品

10日 592

:::咆
颯熙蝙鱚囃晰:5エアニューズ トラベ ル 株式会社

〒160-0022東京都新宿区新宿2丁 目6-4KN新宿ビル11階

TEL:03(5919)1188 FAX:03(5919)1189

含カタログ (無 )を下記までご請求下さい !
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&川「edFc」
"o045

バイアグラが

高地肺水腫に効く?

志賀 尚子

急性高山病が重症化すると、呼吸困難と

なり、血痰を吐き、意識不明になって、つ

いには死に至ることがあります。それが高

地肺水腫です。現在、ニフェジピンという

薬 (狭心症や高血圧の薬)が唯一効果のあ

る治療薬とされていますが (注 :一刻も早

く高度を下げることが最優先です !念のた

め)、 最近国際的に注目されているのが、

このバイアグラなのです。ちなみにこれは

商品名で、薬剤名をクエン酸シルデナフィ

ルといいます。1999年の発売開始以来、勃

起不全の治療剤として脚光を浴びています

が、その薬理作用は、サイクリックGMP
を分解する酵素であるホスホジエステラー

ゼタイプ 5の活性を選択的に阻害する、と

いうものです。

高所での低酸素環境に限らず、低酸素に

曝されると、肺の血管が収縮し、肺動脈の

圧が上昇して肺水腫が起こります。バイア

グラがなぜ効くかというと、肺の血管を拡

張する作用があるためで、これにより肺の

血流やガス交換が改善され、肺動脈圧も低

下してきます。

最近の研究報告では、健康な男性12人 (平

均29歳)をバイアグラ内服群と偽薬内服群

の 2群に分けて「海抜レベルから1035mま

で登り1日 滞在後、ヘリで4350mに到達、

6日 間滞在し、この間バイアグラあるいは

偽薬を連日服用した後、再び海抜レベルま

で下降」というスケジュールで種々の検査

を行ったところ、バイアグラ内服群では有

意に高所での肺動脈圧の上昇が抑えられ、

動脈血酸素飽和度 (動脈血の酸素化のレベ

ル)も 偽薬群ほど低下せず、また通常の高

所順化身体反応が障害されることもなかっ

た、すなわち「バイアグラが高地肺水腫の

治療薬として有望」とのことです。ただし、

実際に高地肺水腫患者で使用して効果が認

められた、という報告はまだないようです。

さらに「海抜レベルでの低酸素環境およ

びエヴェレストのベースキャンプにおいて

安静時と運動時のデータを調べたところ、

バイアグラ内服群では、偽薬群に比べ、肺

動脈圧が低下、心拍出量が増加し、運動能

力が高まった」という研究報告もあります。

まだまだその有効性および副作用による

危険性は確立していませんが、今後のさら

なる研究が期待されるところです。

%〕ざきLAS TRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗瑾アトラストレック
(国土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 1件∞()8東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐ 3341‖ 30

大阪/〒馴90012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル501号 TEL価聞94‖ 111

名古屋/〒 4640807名古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL052…■82422

山の自然学クラブか らのお知 らせ

NPO法 人 山の自然学クラブでは、もっ

と地球環境問題に取 り組むために、従来の

講座や活動 (富士育林、雷鳥保護、インタ

ープリター等)に加えて、地球部会を作 り

ました。関心のある方はお名前、住所を下

記にお知らせください。   大森弘一郎

(□ 045-833-8505回 zero@qb3。 so―netone.jp)
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４
月
理
事
会

日
時
　
４
月
１３
日
１８
時
３０
分
～
２１
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
黒
川
、
鈴
木
、

野
口
、
石
田
、
篠
崎
、
鳥
居
各
理
事
、

内
田
、　
一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、

西
村
、小
倉

（董
）
、重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
田
村
理
事

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１６
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

藤
本

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
、　
一
部
追
加

訂
正
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。

２
　
平
成
１６
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

①
収
支
決
算
書
の
特
定
預
金
支
出
の
う

ち
、
秩
父
宮
記
念
賞
基
金
支
出
の
予
算

額
が
１
０
０
万
円
あ
る
が
、
決
算
額
は

０
で
あ
る
が
ど
う
し
て
か
。

●
来
期
２
０
０
万
円
に
す
る
等
対
策
を

講
じ
る
。

の
濡
鵞
思
惧輸型
等
し
て
い
な
い
の
で
歩美暫
羅資
一

産
は
目
減
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
公
益
法
人
と
し
て
規
定
を
直
さ
な
い

と
変
更
で
き
な
い
。
別
途
検
討
す
る
。

③
秩
父
宮
記
念
基
金
、
海
外
登
山
基
金

の
援
助
金
は
現
在
の
よ
う
な
低
金
利
で

は
経
常
経
費
で
ま
か
な
わ
ぎ
る
を
得
な

い
状
況
を
承
知
し
て
い
て
ほ
し
い
。

（承
認
）

●
決
算
は
こ
の
後
、
監
事
の
監
査
を
受

け
、
持
ち
ま
わ
り
理
事
会
で
承
認
す
る
。

３
　
理
事
定
数
変
更
並
び
に
委
員
会
委

員
長
設
置
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
藤
本

別
紙
の
と
お
り
提
案
さ
れ
た
。
今
回

は
理
事
を
１５
名
と
し
、
各
委
員
会
に
委

員
長
を
置
く
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

理
事
と
委
員
長
の
役
割
分
担
を
明
文
化

す
る
こ
と
と
し
た
。

４
　
平
成
１７
、

１８
年
度
理
事
、
監
事
、

評
議
員
候
補
に
つ
い
て
　
　
　
　
平
山

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
拡
大
常
務
理

事
会

（会
長
、
副
会
長
、
常
任
評
議
員

も
出
席
）
で
候
補
者
の
素
案
が
作
成
さ

れ
、
そ
の
後
会
長
が
３
名
を
変
更
し
た

案
を
理
事
会
に
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
素
案
を
変
更
し
た
な

ら
ば
再
度
、
拡
大
常
務
理
事
会
に
諮
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、
候
補
者

を
決
め
る
の
は
理
事
会
で
あ
る
か
ら
、

会
長
提
案
の
案
を
審
議
す
れ
ば
良
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
論
議
が

な
さ
れ
た
。
最
終
的
に
会
長
提
案
を
賛

成
９
名
、
反
対
５
名
、
自
紙
１
名
で
可

決
し
、
総
会
に
推
薦
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

５
　
理
事
会
議
事
録
署
名
人
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
提
出
す
る
本
案
件
議

事
録
の
署
名
人
を
今
村
千
秋
、
鳥
居
和

雄
の
両
理
事
と
す
る
。
　
　
　
（承
認
）

６
　
首
都
圏
在
住
者
の
地
方
支
部
加
入

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

現
在
、
首
都
圏
以
外
に
住
む
人
で
地

方
支
部
に
入
会
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

２
５
０
０
円
／
人
の
助
成
金
が
支
部
に

支
払
わ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
に
居
住
す

る
人
で
、
地
方
支
部
に
入
会
を
希
望
す

る
人
が
お
り
、
地
方
支
部
も
こ
れ
を
受

け
入
れ
る
意
向
が
強
い
の
で
、
こ
れ
を

認
め
た
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
以
前
は
首
都
圏
の

会
員
と
支
部
会
員
と
は
会
費
が
異
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
全
会
員
同

一
会

費
と
し
、
支
部
の
会
員
に
は
助
成
金
を

出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
首
都
圏

に
住
み
支
部
に
入
り
た
い
と
い
う
人
が
、

少
な
く
て
も
今
後
多
く
な
っ
た
と
き
の

こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
な
ど
の

議
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
原
案
通
り
決

定
し
た
。
な
お
本
件
に
つ
い
て
は
会
報

『山
』
に
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

７
　
自
然
保
護
活
動
指
針

（案
）
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
崎

日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
活
動
方
針

と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
会
報

『山
』
４
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

ト
ッ
プ
記
事
は

「山
で
の
突
然
死
を

考
え
る
」
講
演
会
報
告

２
　
１
０
０
周
年
事
業
実
行
委
員
会
事

務
推
進
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
藤
本

各
委
員
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
４
月
１９

日
午
後
３
時
～
５
時
に
行
う
。
又
、今
後

の
委
員
会
の
費
用
支
出
手
続
き
は
別
紙

の
と
お
り
実
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
　
２ｏ

募
金
状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
橋
本
　
爾

別
紙
の
と
お
り
収
支
が
あ
っ
た
。
募

金
総
額
４
４
５
８
万
円
。
さ
ら
な
る
お

願
い
を
致
し
た
い
。

４
　
各
支
部
総
会
へ
の
本
部
派
遣
者
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

●
４
月
１６
日
　
山
陰
支
部
　
朴
元
理
事

●
４
月
１７
日
　
信
濃
支
部
　
今
村
理
事

●
４
月
２６
日
　
山
梨
支
部
　
藤
本
理
事

●
４
月
２８
日
　
岐
阜
支
部
　
橋
本
副
会

長
●
５
月
１４
日
　
東
海
支
部
　
橋
本
副
会

長
５
　
支
部
長
会
議
並
び
に
総
会
招
集
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
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５
月
２１
日
午
前
＝
支
部
長
会
議
、

午
後
＝
総
会
を
弘
済
会
館
で
開
催
す
る
。

６
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
式
典

別
紙
の
と
お
り
締
切
日
が
４
月
末
日

と
迫

っ
て
い
る
の
で
、
各
自
申
込
を
し

て
ほ
し
い
。

７
　
「山
岳
」
記
事
等
使
用
許
可
願
い

藤
本

南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
山
岳
館

Ｎ

Ｈ

Ｋ

８
　
そ
の
他

①
「山
で
の
突
然
死
を
考
え
る
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作

っ
た
の
で
希
望
者
に
配
布
す
る
。

野
口

②
４
月
２２
日
村
山
雅
美
氏
の
講
演
会
を

東
京
体
育
館
で
行
う
。
ぜ
ひ
参
加
さ
れ

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

③
学
生
部
新
人
が
４
月
１６
日
～
１７
日
氷

川
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
。
　
　
　
鳥
居

④
東
海
支
部
が
中
央
分
水
嶺
踏
査
を
完

了
し
、
４
月
２３
日
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
る
。

石
田

４

日

５

日

総
務
委
員
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
０１

６

日

７

日

８

日

１２

日

１４

日

１６

日

１８

日

１９

日

２７

日
13
日

11

日
26       25    21    20
日     日   日   日

会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

医
療
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
　
緑
爽
会

会
長

・
副
会
長
会
議
　
臨
時
常

務
理
事
会

総
務
委
員
会
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会
ア

ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
二
火
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
休
山
会
　
山
想
倶
楽

部青
年
部
　
学
生
部
　
山
の
自
然

学
研
究
会

評
議
員
会
　
山
想
倶
楽
部

資
料

・
映
像
委
員
会

山
研
委
員
会
　
１
０
０
周
年
募

金
委
員
会
　
九
五
会

理
事
懇
談
会
　
三
水
会
　
つ
く

も
会

科
学
委
員
会
　
高
尾
の
森
実
行

委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
１
０
０
周

年
式
典
委
員
会

山
岳
地
理

ク
ラ
ブ

ー
０
０
周
年
募
金
委
員
会

（大

学
山
岳
部
関
係
）

１
０
０
周

年

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

緑

爽
会

ゆ
き
わ
り
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

４
月
来
室
者
６０３
名

■
会
員
異
動

（４
月
）

物
故

田
中
久
光

（２
２
３
８
）
０４

ｏ
ｌＯ

ｏ
２

中
川
恵
資

（６
９
２
１
）
０４

ｏ
ｌ２

ｏ
３

深
江
春
代

（７
１
０
８
）
０４

ｏ
ｌ２

ｏ
２２

田
高
卓
士

（６
８
５
４
）
０５

ｏ
４

ｏ
７

串
田
和
美
（１
３
８
５
３
）
０５

・
４

・
９

戸
来
　
爾
（１
０
５
１
８
）
０５

・
４

ｏ
ｌ０

福
崎
富
明
（１
４
０
２
０
）
０５

ｏ
４

ｏ
２４

退
会

山
口
　
　
一元
　
（７
３
３
８
）

静
岡

大
西
　
久
志
　
（９
６
３
９
）

（１
０
２
３
３
）熊
本

（１

０

２

７

３
）

（１

０

３

９

５
）

（１

０

７
０

８
）

（１
１
３
４
４
）京
都

（１

１

３

７

６
）

（１

２

１

５

１
）

（１
２
５
９
１
）東
海

（１

２

６

７

７
）

（１

３

０

７

１
）

（１
３
２
３
１
）
北
海
道

（１
３
３
９
１
）
東
海

（１

３

５

４

８
）

（１
３
６
２
９
）福
岡

広 牧 燕 石 鈴 吉
田 田 昇 川 木 田

司
牧 成   康 恒
子 子 賞 弘 洋 子

山
崎
美
佐
子

中
平
等
新

一

堀
江
喜
久
江

柴
田
　
俊
子

高
橋
　
光
雄

徳
安
　
　
武

木
下
　
徳
彦

古
賀
　
幸
伸

菊判 0444ページ 特装本と普及本の二種発売 ::

難特装本
著者直筆の歌とサイン

美装・天金・箱入
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上製本・カバー掛け
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民俗・文化についての名著 130篇に

ついて、著者が鋭い眼で書評・解説
した山の〈書誌文化誌〉。
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◆

気
象
講
座
「自
馬
岳
と
そ
の
周
辺
の

夏
山
気
象
」
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

過
去
５
年
に
わ
た
り
自
馬
岳
で
夏
山

気
象
の
定
点
観
測
を
し
て
き
た
城
所
邦

夫
会
員

（元
日
本
気
象
協
会
）
に
、
こ

こ
２
年
の
観
測
結
果
と
自
馬
岳
の
夏
山

気
象
、
あ
わ
せ
て
他
の
山
域
に
つ
い
て

も
お
話
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

講
師
　
城
所
邦
夫
会
員

日
時
　
７
月
２１
日
困
１８
時
３０
分
～
２０
時

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

（参
加
自
由
）

問
合
　
北
野
忠
彦
ま
で
（□
０
９
０
１
３

０
４
６
１
１
１
８
９
）

◆

自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｉ
Ｎ
花
巻

・
遠
野

自
然
保
護
委
員
会
後
援

今
年
も
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
８
月
１９
日
口
～
２１
日
同

場
所
　
岩
手
県
花
巻
市

・
遠
野
市
ほ
か

費
用
　
約
２
万
４
千
円

（別
に
往
復
バ

ス
・現
地
バ
ス
代
、
入
館
料
等
）

■
第
１
日
　
１４
時
花
巻
農
高
前
集
合

「宮
沢
賢
治
の
家
」
、
生
徒
会

「鹿
踊

り
」
等
見
学
後
、
渡
り
温
泉
へ
。

夜
は
ビ
デ
オ

「遠
野
物
語
」

「柳
田
國
男
と
父
と
の
関
わ
り
」

松
本
浩
男

（松
本
信
廣
三
男
）

■
第
２
日

⑥
早
池
峰
山
登
山

③

八
幡
平
散
策

③
遠
野
周
遊
各
班

に
わ
か
れ
て
行
動
。

夜
宿
舎
で
、
「東
北
民
謡
と
踊
り
」
森

謡
会
、
「高
村
光
太
郎
の
戦
中
・戦
後
」

安
在
孝
夫

（詩
人
）
、
「智
恵
子
抄
」
東

京

イ

ン

タ
ー

ア
ー

ツ

■

第
３
日
　
高
村
山
荘
・宮
澤
賢
治
記

念
館
見
学
後
、
市
主
催

「賢
治
祭
」

に
参
加
協
力
。
「注
文
の
多
い
料
理

店
」
劇
団
芸
協
観
劇
後
、
解
散

・
帰

京
。

＊
申
込

・
詳
細
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
て
近
藤
緑
ま
で

（□
０
３
１
３
３
９
５
１
０
３
２
６

図
Ｆ
”
Ｏ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
Ｏ
”
Ｑ
Ｏ
◎
”
【沖
ヽ
・０
０
】日
）

◆

「中
央
分
水
嶺
フ
ィ
ナ
ー
レ
公
募
登

山
」　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
支
部

十
勝
連
峰
美
瑛
富
士
に
お
い
て
フ
ィ

ナ
ー
レ
登
山
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
８
月
２０
日
田
～
２１
日
同

■

２０
日
午
後
４
時
集
合
、
交
流
会

（美

瑛
町
白
金
温
泉
白
樺
荘
）

■

２１
日
美
瑛
富
士
登
山
、オ
プ
タ
テ
シ

ケ
山
方
面
か
ら
の
踏
査
隊
を
出
迎
え
、

望
岳
台
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
式
を
行

っ
て
、

そ
の
後
解
散
。

費
用
　
４
千
円

（宿
泊
費
含
む
）

申
込
　
８
月
１０
日
ま
で
に
北
海
道
支
部

事
務
局
長
、
長
谷
川
雄
助
ま
で

（□
０
９
０
１
６
２
６
６
１
３
３
６
５
）

（□
０
１
１
１
７
３
８
１
８
２
１
２
）

◆

講
演
会
の
こ
案
内山

の
自
然
学
ク
ラ
ブ

日
時
　
７
月
２
日
田

１４
時
１５
分
～
１７
時
４５
分

演
題
　
「ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
誕
生
と
成

長
―
地
球
の
歴
史
の
断
面
―
」

講
師
　
酒
井
治
孝
教
授

（九
州
大
学
大

学
院
環
境
変
動
部
門
教
授
）

場
所
　
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（ガ
ラ

ス
棟
６
Ｆ
会
議
室
Ｇ
６
０
２
）

参
加
費
　
千
円

（学
生
５
０
０
円
）

申
込
　
住
所

。
氏
名
を
記
入
の
う
え
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
山
の
自
然
学
ク
ラ

ブ
ま
で

（□
０
４
５
１
８
３
３
１

８
５
０
５
）

＊
先
着
順
に
参
加
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆

奥
日
光

ｏ
光
徳
懇
親
山
行

九
五
会

恒
例
行
事
で
あ
る
光
徳
集
会
の
案
内

で
す
。
今
年
の
山
行
は
日
光
白
根
山
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

日
程
　
７
月
２３
日
田
～
２４
日
同

集
合
　
２３
日
　
１７
時
学
習
院
光
徳
小
屋

費
用
　
７
千
円

申
込
　
７
月
１０
日
ま
で
に
氏
名
、
会
員

番
号
、
年
齢
、
連
絡
先
を
明
記

し
、
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
阿
世

知
義
幸
宛

（〒
１
８
７
‐
０
０

０
４
　
小
平
市
天
神
町
２
１
２

０
６
‐
１
‐
４
０
１
　
□

＆
□

０
４
２
１
３
４
４
１
５
７
７
８
）

◆

自
盟
狂
理
〓
へ
の
協
力
菫吊
四コ
覆
輛
Ш

つ
く
も
会

囲
日
本
自
閉
症
協
会
の
み
な
さ
ん
と

ご

一
緒
し
ま
す
。
日
頃
身
に
付
け
た
経

験
と
脚
力
を
役
立
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
参
加
も
大
歓
　
２２

迎
で
す
。
ご

一
緒
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
購

期
日
　
７
月
３０
日
Ｕ
～
３１
日
同

交
通
　
自
家
用
車
利
用

集
合
　
３０
日
午
前
７
時
３０
分

Ｊ
Ｒ
武
蔵
浦
和
駅
東
口

宿
泊
　
学
習
院
光
徳
小
屋
（
一
部
幕
営
）

費
用
　
１
万
円
以
内

申
込
　
７
月
１８
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
、
会
員
番
号
を
明
記
し
、

徳
永
泰
朗
ま
で

（〒
１
８
０
１

０
０
０
６
　
武
蔵
野
市
中
町

２
‐
２８
‐
１２
　
□
０
４
２
２
‐
５

３
１
３
３
８
７
）

◆

「奥
穂
高
集
中
登
山
」

ゆ
き
わ
り
会
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奥
穂
高
岳
に
自
分
の
力
量
に
合
わ
せ

て
登
り
ま
す
。
会
員
外
の
参
加
も
歓
迎

で
す
。

期
日
　
８
月
１９
日
口
～
２２
日
ｍ

①
涸
沢
コ
ー
ス

②
重
太
郎
新

道

コ
ー
ス

③
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム

コ
ー
ス

〈上
級
者
限
定
〉
④
栃

尾
温
泉
直
行
組

参
加
費
　
千
円

（通
信
費
等
諸
経
費
）

＊
交
通
費
、
宿
泊
費
は
各
自
負
担

申
込

・
問
合
　
７
月
２０
日
ま
で
に
参
加

コ
ー
ス
①
～
④
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
皆

川
悪
男
ま
で

（〒
２
０
６
１
０

０
３
４
　
多
摩
市
鶴
牧
５
１
１７

１
６
□
＆
□
０
４
２
１
３
７
３
‐

Ｑ
Ｊ

∩
Ｖ

∩
Ｕ

０
０

回
ｏ二
Ｎ
いＯ
ｏ
【◎
一ｏり
いい
。ｏらい
』
①・ピ
）

＊
申
込
受
付
後
詳
細
案
内
し
ま
す
。

◆

「２
０
０
５
　
日
本
山
岳
画
協
会
展

（定
例
展
）」

自
然
の
詩
情
を
画
布
に
託
し
て
描
き

続
け
て
い
る
日
本
山
岳
画
協
会
の
会
員

１６
名
に
よ
る
作
品
３２
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
７
月
４
日
側
～
１０
日
同
、
Ｈ
時

～
午
後
６
時
３０
分

（１０
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（中

央
区
銀
座
４
１
１
０
１
　
回
０

３
１
３
５
３
５
‐
７
７
４
０
）

問
合
　
堀
越
昇

（□
＆
□
０
４
９
１
２
６

２
１
０
８
５
５
）

＊
入
場
無
料

◆

「松
田
敏
男

山
の
花
と
山
の
版
画

屋
南

・
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
や
花
、
約

３０
点
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版
画
展
。

日
程
　
７
月
５
日
∞
～
１７
日
同
、
正
午

～
午
後
８
時

（Ｈ
日
は
休
廊
）

場
所
　
平
安
画
廊

（京
都
市
中
京
区
寺

町
通
三
条
上
る
　
□
０
７
５
１

２
３
１
１
０
６
９
４
）

◆

牧
潤

一
「チ
ベ
ツ
ト
風
景
展
」

８６
年
か
ら
０４
年
秋
の
ラ
サ
か
ら
カ
イ

ラ
ス
ま
で
の
チ
ベ
ッ
ト
の
旅
の
水
彩
と

油
絵
、
約
３０
点
。

日
時
　
７
月
１９
日
ω
～
２４
日
同
、
Ｈ
時

～
午
後
６
時
３０
分

（２４
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

場
所
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（中

央
区
銀
座
４
‐
１
０
１
　
□
０

３
‐
３
５
３
５
‐
７
７
４
０
）

¨
編
集
後
記
¨

●
４
年
間
の
、
会
報

「山
」
の
編
集
長

の
大
役
を
、
今
月
号
で
何
と
か
終
え
ま

し
た
。
昔
お
世
話
に
な
っ
た
３５
年
前
の

山
岳
会
と
は
、
会
員
数
や
雰
囲
気
な
ど

す

っ
か
り
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
少
々

戸
惑
い
ま
し
た
が
、
先
輩
方
の
叱
咤
激

励
の
お
か
げ
で
任
期
を
ま
っ
と
う
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●
編
集
方
針
と
し
て
は
、
海
外
な
ど
の

創
立
１
０
８
周
年
記
念

多
機
能
付
腕
時
計
追
加
注
文
の
お
知
ら
せ

時
計
の
頒
布
に
つ
い
て
は
５
月
末
で
締
切
り
、
４
５
０
個
を
越
え
る
ご
注
文

を
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
会
報
の
お
知
ら
せ

（１
月
、
２
月
号
）
を
見
逃
し
た

方
や
、
新
入
会
員
の
方
か
ら
購
入
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
続
き
、
メ
ー
カ
ー

に
交
渉
し
て
若
干
の
追
加
注
文
を
受
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方

は
７
月
末
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
刻
印

（会
員
番
号
と
血
液
型
）
希
望
の

有
無
を
明
記
し
、
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
１
個
、
２
万
８
千
円
で
す
。

尚
、
こ
れ
か
ら
お
申
込
み
の
方
は
１０
月
納
期
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

登
山
活
動
報
告
を
で
き
る
だ
け
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
支
部
活
動
な
ど
を
優
先

し
、
全
国
の
会
員
と
本
部
を
つ
な
ぐ
唯

一
の
定
期
連
絡
の
役
割
と
し
て
の

「会

報
」
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
支
部
の
集
会
に
伺

っ
た
り
、
支
部

報
な
ど
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
登
山

に
対
す
る
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
部
も
支
部
も

″高
齢
化
″
が
進
む

一

方
だ
な
ぁ
―
、
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

●
マ
ナ
ス
ル
シ
エ
ア
登
山
隊
は
異
常
気

象
と
も
い
え
る
よ
う
な
悪
天
候
で
撤
退
、

残
念
で
し
た
が
、
再
挑
戦
へ
の
意
気
も

高
い
よ
う
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
２３

●
５
月
号
で
案
内
し
た
関
西
支
部
の
報
　
饉

告
書

「チ
ャ
ン
タ
ン
の
蒼
い
空
」
は
好

評
に
つ
き
、
山
岳
会
事
務
局
に
お
い
て

も
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
１
冊
２
千

円
で
す
。

今
村
　
千
秋
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